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t土

じ

め

江
南
の
自
然
諸
篠
件
の
う
ち
海
洋
に
護
す
る
潮
汐
作
用
は
、
江
南
卒
原
(
江
南
三
角
洲
)
の
開
護
過
程
に
介
在
し
た
最
も
重
要
な
自
然
僚
件

の
一
つ
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
こ
の
潮
汐
H
潮
に
封
臨
服
し
て
展
開
し
た
側
面
か
ら
、
果
松
江
が
江
南
の
最
大
河
川
で
あ
っ
た
最
後
の
時
期
八
l

一
三
世
紀
(
唐
|
宋
代
)
に
つ
い
て
、
江
南
の
開
設
史
、
特
に
水
利

・
農
業
史
の
基
礎
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
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江
南
の
潮
は
、
中
園
海
域
中
最
大
の
潮
汐
作
用
の
あ
る
東
海
に
設
し
、
徐
々
に
形
成
さ
れ
た
水
路
網
を
通
じ
て
低
卒
な
卒
原
に
贋
く
奥
深
く

波
及
し
、
本
稿
の
鈎
象
時
期
に
は
太
湖
に
ま
で
及
ん
で
い
た
(
岡
1
参
照
)。

ま
た

東
海
の
潮
は
盟
水
潮
(
以
下

「剛
山潮
」
〉
と
し
て
直
接
的
に
、

中
間
諸
河
口
中
最
大
の
長
江
河
口
の
淡
水
域
に
淡
水
湖
(
以
下
「
淡
潮
」
〉
を
起
こ
す
こ
と
を
通
じ
て
開
接
的
に
、

江
南
卒
原
に
寄
せ
、

二
O
世

(

1

)

 

紀
初
頭
の
そ
の
境
界
は
賀
補
江
河
口
の
呉
抱
口
附
近
に
あ
っ
た
。
し
か
し
本
稿
の
劉
象
時
期
の
う
ち

一二
世
紀
北
宋
末
に
呉
川
似
口
以
北
の
昆
山

(

2

)

 

豚
(
南
宋
代
以
降
の
嘉
定
脈
等
の
領
域
)
の
沿
岸
が
海
水
に
洗
わ
れ
て
い
た
事
貫
か
ら
、
首
時
の
沿
岸
部
の
盟
淡
の
境
界
は
呉
川
似
口
よ
り
北
西
側

に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
盟

・
淡
潮
は
内
陸
水
路
に
進
入
し
、

流
水
そ
の
も
の
に
新
た
に
淡
潮
を
生
起
さ
せ
る
の
で
、
東
海
沿
岸
地

(
3〉

域
を
除
く
江
南
の
潮
は

一
般
に
淡
潮
で
あ
っ
た
。
盟
淡
に
加
わ
る
も
う

一
つ
の
潮
の
重
要
な
特
質
は
泥
砂
を
多
量
に
含
む
混
濁
し
た
水
質
に
あ

(
4〉

り
、
遡
上
範
囲
の
う
ち
上
流
部
等
で
混
濁
の
な
い
清
水
潮
(
以
下
「
清
潮
」
)
と
な
る
他
は
、

後
述
の
よ
う
に
濁
水
潮
(
以
下

「濁
潮
」
)
で
あ
っ

た

- 80ー

江
南
の
潮
は
、
そ
れ
に
開
興
す
る
東
海
の
湖
、

長
江
河
口

の
淡
水
域
、
卒
原
の
水
路
網
が
各
々
中
園
最
大
規
模
で
あ
る
と
い
う
多
分
に
江
南

に
特
有
な
地
理
的
後
件
の
産
物
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
湖
の
自
然
的
影
響
力
の
規
模
と
特
徴
は
、
中
国
の
他
の
沿
海
諸
地
域
に
較
べ

一
一層

大
き
く
湖
特
の
も
の
が
あ
っ
た
、
と
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
想
定
に
誤
り
な
け
れ
ば
こ
こ
に
江
南
の
湖
と
水
利

・
農
業
の
開
係
を
検
討
す
る
濁

自
の
根
披
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
新
石
器
時
代
以
来
今
日
に
及
ぶ
江
南
卒
原
の
開
設
過
程
、
特
に
農
業
的
開
護
過
程
に
つ
い
て
見
れ

ば
、
私
見
で
は
潮
と
の
閲
係
に
お
い
て
盟
潮
の
進
入
が
強
力
な
第

一
段
階
、

く
覆
う
第
二
段
階
、
盟
潮
進
入
が
柿
と
な
り
感
潮
地
域
が
沿
江
海
微
高
地

(
高
田
地
帯
〉
を
中
心
に
覆
う
第
三
段
階
の
三
段
階
を
区
別
す
る
こ

(
5〉

(

6

)

と
が
可
能
で
あ
る
(
低
地
と
沿
一
仏
海
微
布
地
に
つ
い
て
は
、
日
1
参
照
)
。

江
南
は
一
般
に
ク
リ
ー
ク
湛
減
農
業
地
域
と
さ
れ
る
が
、
卒
原
の
中
核
部

そ
れ
が
弱
ま
る
も
の
の
感
潮
地
域
が
低
地
(
低
団
地
帯
)
を
も
康

分
に
ク
リ
ー
ク
漉
蹴
民
業
の
た
め
の
自
然
候
件
が
次
第
に
安
定
的
に
確
保
さ
れ
て
く
る
の
は
、
三
段
階
の
う
ち
の
第
二
段
階
以
降
で
あ
り
、
本

稿
の
劉
象
時
期
は
こ
の
第
二
段
階
の
最
終
局
面
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
局
面
に
お
け
る
江
南
の
水
利

・
農
業
の
渡
展
に
伴
う
諸
課
題
は
、
湖
と

の
関
係
で
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
第

一
に
、
盤
潮
が
相
封
的
に
弱
ま
り
つ
つ
も
依
然
と
し
て
進
入
し
、
こ
れ
を
断
ち
切
っ
て
農
業
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園1 江南の地文・水文と感潮地域図

凡ou_-ー地文境界(本圃註2参照〉

一一 嘗時の水文

後代の水文

品~ 大運河

。 ナ['1豚城(名穏は図 2参照〉

個目 9世紀の感潮地域(以下本圃註 3参照〉

--・ 12世紀の感潮地域

. .・・19世紀の感潮地域

註 1 本図の基礎園は，Z軍其駿主編「中園歴史地固集.JJ6加 宋・遼・金時期(地図出

版社， 1982年〉の「雨街路江南東路」園による。

註2 地文の 3匿分のうち， 沿江海の地域が沿江海微高地(高団地帯)， 太湖を含む地

域が低地(低田地借)，その西方が山地。なお北田註 1論文困 1参照。

註3 北田註 1論文による。なお， 13世紀以前の秀州(華亭思議・海盤l孫〉の沿海岸が感

潮地域となることは本稿 2節参照。
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の
安
定
化
を
固
る
こ
と
等
の
た
め
に
、
防
潮
堰
堤
の
建
設
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
第
二

に
、
濁
湖
が
水
路
を
淡
塞
し
、
水
害
と
早
害
健
方
へ
の
封
躍
を
困
難
に
す
る
事
態
に
削
到
底
す
る
た
め

に
、
水
路
の
開
溶
事
業
が
不
可
般
の
課
題
と
し
て
現
れ
て
き
た
。
第
三
に
、
淡
潮
が
康
範
囲
に
わ
た

り
進
入
し
た
の
で
、
こ
れ
を
利
用
す
る
潮
汐
濯
瓶
が
贋
く
展
開
す
る
所
と
な
っ
た
。
第
四
に
、

一
般

に
濁
潮
地
域
の
水
路
で
は
、
有
数
な
肥
料
成
分
を
含
む
河
泥
が
生
成
し
な
い
。
濁
潮
地
域
が
内
陸
か

ら
後
退
し
河
泥
生
成
地
域
が
康
が
る
に
つ
れ
、
河
泥
施
肥
の
課
題
が
現
質
化
し
た
。

木
稿
は
、
以
上
の
四
動
の
、

潮
と
の
関
係
に
お
け
る
水
利
・
農
業
上
の
課
題
(
表
1
参
照
)
を

こ
の
四
貼
の
課
題
が
本
稿
の
割
象
時
期
に
最
も
典
型
的
に
現
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
唐
代
の
蘇
州
、
宋

代
の
蘇
州
(
卒
江
的
)
・
秀
川
(
嘉
興
府
〉
を
中
心
に
検
討
し
、
人
聞
に
よ
る
江
南
の
自
然
の
再
編
成

過
程
に
つ
い
て
も
若
干
の
展
望
を
試
み
た
い
。
関
連
す
る
従
来
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
各
課
題
を
検

討
す
る
つ
ど
紹
介
す
る
が
、
防
潮
堰
堤
に
閲
す
る
も
の
を
除
く
と
研
究
の
蓄
積
は
あ
ま
り
多
く
な

く
、
特
に
湖
の
作
用
と
の
関
連
で
総
合
的
に
水
利
・
農
業
の
課
題
を
扱
っ
た
研
究
は
現
在
の
所
存
在

J
:
、。

ー
し

+I川
、
し
V

防
潮
堰
堤
の
展
開

江
南
の
防
潮
堰
堤
は

高
潮
を
含
む
潮
流
等
を
阻
止
す
る
と
共
に
、

砂
・
侵
食
作
用
の
内
陸
へ
の
波
及
を
断
ち
切
る
た
め
に
、
主
と
し
て
東
海
沿
岸
に
、
ま
た
長
江
沿
岸

(

7

)

 

及
び
潮
の
去
来
す
る
比
較
的
大
き
な
水
路
沿
い
に
も
設
け
ら
れ
た
施
設
で
あ
る
。
蘇
州

・
秀
州
地
域

の
防
潮
堰
堤
に
闘
す
る
従
来
の
研
究
は
主
と
し
て
防
潮
堤
(
海
塘
)
に
つ
い
て
の
も
の
で
、
そ
れ
に

そ
の
も
た
ら
す
盟
水

・
泥

潮の有無 ・性肢による区分と水利 ・農業の課題表

有了知些ザl堕淡の匿別 i清 i萄の匡別 |潮の性吠 (水利農業の課題

盤 潮 i埼 躍濁 潮 防(水潮路開堰溶堤) 

潮 濁 潮 淡渇潮 水路開溶
淡 潮 潮 汐 濯 減

清 潮 淡清 潮

無潮
河 泥 施 肥

表 1

〉は堕1萄潮地域における課題としてはあまり普週的で、はなかったことを意味

- 82-

(
るす

註



よ
る
と
『
新
唐
書
』
巻
四
一
の
杭
州
盟
官
鯨
の
防
潮
堤
の
再
建
記
録
(
後
出
〉
を
根
擦
に
、
秀
州
肇
亭
鯨
・
海
盟
豚
方
面
の
海
岸
に
七
ご
ニ

(
開
元
一
〉
年
前
後
に
防
潮
堤
が
建
設
さ
れ
た
と
す
る
見
解
が
支
配
的
で
、
以
後
そ
の
補
修
を
通
じ
て
こ
の
地
域
の
防
潮
堤
が
護
達
し
た
と
さ

(
8〉
(

9

)

れ
る
。
こ
の
他
防
潮
堰
・
閉
に
閲
す
る
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
研
究
の
中
で
、
本
稿
の
封
象
時
期
唐
宋
代
の
蘇
州
、
特
に
秀
州
の
防
潮
堰
堤

の
護
展
段
階
の
評
債
に
関
連
し
て
、
果
栂
ロ
以
南
杭
州
に
到
る
沿
岸
に
つ
い
て
明
代
以
降
防
潮
堤
で
仕
切
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
事
質
と
の
劉
比

で
、
一

O
世
紀
の
呉
越
時
代
の
海
へ
閉
口
す
る
水
路
と
そ
こ
に
設
け
ら
れ
た
多
数
の
堰
・
聞
の
存
在
と
を
指
摘
し
た
謬
魯
憾
の
研
究
は
、
示
唆

(
m
M
)
 

的
で
重
要
で
あ
る
。

付

防

潮

堰
・
間

防
潮
施
設
は
、
現
買
に
潮
害
を
被
る
農
業
地
域
に
は
、
園
家
・
地
方
の
行
政
施
策
の
有
無
に
関
わ
り
な
く
、
農
業
を
営
む
者
達
自
ら
の
手
で

作
ら
れ
た
。
一
一
一
六
(
政
和
六
)
年
の
超
一
森
「
相
度
之
読
」
〈
沼
成
大
『
呉
郡
志
』
巻
一
九
〉
に
、
蘇
州
昆
山
鯨
に
お
け
る
そ
の
兵
瞳
例
が
見
出

さ
れ
る
。
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①
卒
江
。
:
:
:
今
、
瀕
海
の
回
、
融
潮
の
害
を
悟
れ
、
皆
な
堰
婿
を
作
り
、
以
て
海
潮
を
隔
つ
。
裏
水
流
る
る
を
得
ず
、
外
沙
日
に
以
て
積

す
。
此
れ
昆
山
諸
浦
壇
塞
の
由
也
。

②
瀕
海
の
地
、
浦
水
を
仰
ぎ
て
以
て
高
田
に
瓶
ぐ
。
毎
に
眠
潮
に
苦
し
み
、
多
く
堰
を
作
り
断
つ
。
若
し
之
れ
を
決
し
遁
ぜ
使
む
れ
ば
、
則

と
ぎ

ち
苗
稼
を
害
す
。
若
し
之
れ
を
築
き
塞
が
ら
使
む
れ
ば
、
則
ち
積
水
を
障
す
。

ま
た
『
宋
史
』
巻
一
七
三
・
食
貨
上
一
の
一
一
六
六
(
乾
道
二
)
年
の
知
秀
州
、
孫
大
雅
の
離
任
報
告
に
は
、
秀
州
の
例
が
記
さ
れ
て
い
る
。

③
芳
海
農
家
、
域
を
作
り
以
て
麟
潮
を
却
く
。
利
、

一
方
に
及
ぶ
と
雌
も
、
而
し
て
水
患
貫
に
那
郡
を
害
す
。
設
し
之
れ
を
疏
導
す
れ
ば
、

則
ち
害
、
努
海
の
田
に
及
ぶ
。

以
上
か
ら
一
一
一
世
紀
の
昆
山
鯨
以
南
秀
州
に
及
ぶ
沿
海
地
域
で
は
、
第
一
に
、
海
洋
に
閉
口
す
る
水
路
が
少
か
ら
ず
存
在
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
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一
一
一
世
紀
段
階
の
農
民
的
防
潮
施
設
と
し
て
は
堰
(
稲
〉
が
重
要

で
、
間
そ
の
他
の
防
潮
施
設
は
現
れ
な
い
。
個
別
防
潮
堰
の
規
模
は
不
明
で
あ
る
が
、
②
で
指
-補
さ
れ
る
堰
の
数
、か
「
多」

い
事
質
か
ら
推
定

「峨
湖
」
印
ち
盟
潮
が
盛
ん
に
進
入
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
二
に

す
る
と
、
各
堰
は
比
較
的
小
さ
な
支
水
路
に
小
規
模
に
多
数
作
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
瞳
潮
針
策
は
、
①
の
「
皆
」
の
語
に

明
確
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
沿
海
農
業
地
域
に
普
遍
的
に
見
ら
れ
た。

こ
れ
ら
防
潮
堰
は
防
砂
機
能
を
も
も
っ
て
お
り
、
常
熟
鯨
の
よ
う
な
堕

糊
進
入
の
少
い
沿
江
地
域
で
は
、
防
砂
目
的
で
設
け
ら
れ
た
も
の
も
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
、
①
で
「
裏
水
」
、

②
で
「
積
水
」
、
③
で

ひ
い
て
は
江
南
低
地
の
過
剰
な
水
を
堰
き
止
め
る
事
態
が
、
防
潮
堰
の
問
題
と
し
て
意
識
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
防
潮
堰
堤
の
展
開
が
嘗
時
の
江
南
水
利
の
中
心
課
題
で
あ
っ
た
低
地
の
溢
水
の
排
水
問
題
の
解
決
と
連
動
し
て
い
た
こ
と
を

「郷
郡
」
の
「
水
患
」
と
稿
さ
れ
る
内
陸
水
、

示
唆
し
て
い
る
。

農
民
的
防
潮
施
設
が
前
掲
史
料
③
で
沿
海
地
域
の
「

一
方
」
を
利
す
る
の
み
だ
と
首
時
汗
慣
さ
れ
て
い
た
の
と
掛
照
的
に
、

よ
り
康
域
的
な

- 84ー

性
質
の
諸
利
害
の
力
間
半
を
背
景
に
、
全
世
的
な
農
地
の
保
全
と
い
う
園
家
目
的
に
従
っ
て
賀
施
さ
れ
た
の
が
、
園
家

・
地
方
行
政
の
施
策
と
し

て
の
防
潮
堰
堤
の
建
設
で
あ
っ
た
。
そ
の
防
潮
施
設
は
堰
・閉
と
堤
と
に
区
分
で
き
る
が
、
本
項
で
は
前
者
に
つ
い
て
総
討
す
る
。
宋
代
蘇
州
の

(

日

)

園
家

・
地
方
行
政
側
の
防
削
政
策
を
最
も
端
的
に
示
す
の
は
、
前
出
の
越
謀
「
相
度
之
説
」
の

「置
問
篇
」
で
あ
る
。
そ
の
封
象
は
蘇
州
常
烈

腕

・
昆
山
脈
の
沿
江
海
微
高
地
で
あ
る
が
、
彼
は
古
来
の
防
潮
間
が
内
陸
寄
り
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し

つ
つ
、

江
海
沿
岸
か
ら
三

J
五
里
程
度
の
水
路
末
端
間
近
に
悶
を
置
く
こ
と
に
よ
る
利
益
を
五
貼
に
わ
た
っ
て
述
べ
る
。
そ
の

一
は
、
潮
の
進
入
が
少
く
内
陸
水
の
排
水

そ
の
二
は
、
間
内
に
渦
潮
が
準
入
せ
ず
問
内
水
路
の
淡
塞
が
な
い
こ
と
、
そ
の
三
は
、
問
内
に
盟
潮
が
進
入
せ
ず
且
つ

が
容
易
で
あ
る
こ
と
、

内
陸
水
を
排
水
で
き
る
の
で
問
内
の
地
の
農
業
に
有
利
な
こ
と
、
そ
の
四
は
、
間
外
の
後
塞
の
距
離
が
短
い
の
で
水
路
開
溶
が
容
易
な
こ
と
、

そ
の
五
は
、
以
上
の
結
果
水
路
が
深
く
一商
船

・
筏
が
風
波
時
に
停
泊
で
き
、
銀
市
に
赴
く
こ
と
が
で
き
、
行
政
首
局
は
悶
で
税
を
徴
牧
で
き
る

こ
と
で
あ
る
。

「
置
問
篇
」
白
睦
は

「
相
度
之
説
」
全
篇
の
中
で
濁
潮
に
よ
り
燦
塞
し
た
水
路
の
開
溶
と
い
う
主
目
的
に
従
属
し
た
部
分
政

策
で
あ
る
。

「
置
問
篇
」
の
内
容
に
お
い
て
も
、

五
貼
の
利
盆
の
う
ち
そ
の

二
・
四
・
五
が
渇
潮
の
阻
止
数
果
を
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て



賞
時
の
蘇
州
の
園
家

・
地
方
行
政
側
の
防
潮
政
策
の
主
眼
は
濁
潮
の
阻
止
に
あ
り
、
瞳
潮
の
進
入
す
る
昆
山
鯨
枯
一
寸
で
は
こ
れ
と
あ
わ
せ
て
盟
潮

の
遮
断
を
狙
っ
て
い
た
、
と
言
え
よ
う
。
ま
た
堰
に
よ
っ
て
も
達
成
で
き
る
こ
れ
ら
政
策
課
題
を
聞
に
よ
っ
て
寅
現
し
よ
う
と
圃
る
の
は
、
そ

の
一
・
三
で
述
べ
る
江
南
低
地
等
の
排
水
の
利
害
や
そ
の
五
で
述
べ
る
域
内
交
通
の
利
害
と
い
う
錯
綜
す
る
諸
利
害
を
考
慮
し
た
結
果
で
あ

る
。
防
潮
政
策
の
こ
の
よ
う
な
明
確
な
定
式
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宋
代
蘇
州
の
官
治
の
防
潮
施
設
の
建
設
は
比
較
的
少
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

(表
2
及
び
園
2
参
照
)
。
そ
の
う
ち
四
閑
(
表
2
番
鋭
1
J

4
〉
が
沿
江
海
微
高
地
に
大
中
群
符
『
呉
郡
園
経
』
嘗
時
三

O
O八
|
一
六
年
)
に
存

在
し
、
「相
度
之
説
」
が
奏
上
さ
れ
た

一
一
一
六
(
政
和
六
)
年
ま
で
残
っ
た
の
は
慶
安

・
福
山
の
二
悶
(
番
鋭
1

・
2
)
で
あ
っ
た
。

(

ロ

〉

1

二
O
(宣
和

一l
l
一
一
)
年
の
常
熟

・
昆
山
を
始
め
六
鯨
に
わ
た
る
大
水
利
事
業
で
も
、
防
潮
堰

・
聞
は
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
管
見
の
限

(

臼

)

り
こ
れ
以
降

一
三
世
紀
の
南
宋
末
ま
で
を
通
じ
て
、
蘇
州
の
沿
江
海
微
高
地
に
官
治
の
堰
・
聞
の
設
置
の
記
録
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
堰

・
聞

の
設
置
が
不
振
で
あ

っ
た
の
は
、
こ
の
地
域
で
は
む
し
ろ
潮
を
利
用
し
た
潮
汐
濯
概
こ
そ
が
優
先
的
な
農
業
上
の
日
常
的
課
題
で
あ
り
さ
一
節

二
項
参
照
〉
、
こ
の
課
題
は
潮
を
阻
止
す
る
よ
う
な
官
治
の
堰

・
問
の
設
置
と
利
害
が
大
き
く
針
立
す
る
事
情
と
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

一
一
一
九

る
。
以
上
の
沿
江
海
微
高
地
の
他
、

嘗
時
の
最
大
河
川
、
呉
泌
江
を
通
じ
て
潮
が
波
及
す
る
低
地
で
も
、
官
治
の
防
潮
堰

・
悶
が
設
け
ら
れ
た

(表
2
番
鋭
5
J
9
、
叩
品
、
日
。
た
だ
し
9

・
n
・
日
は
秀
州
華
亭
将
所
在
)
が
、
そ
の
目
的
は
『
玉
峯
績
志
』

山
川
が
明
言
す
る
よ
う
に
、

- 85ー

「
海
潮
」

即
ち
濁
潮
の
阻
止
で
あ

っ
た
。

宋
代
秀
州
の
官
治
の
防
潮
堰

・
問
は
、
管
見
の
限
り
で
は
華
亭
牒
に
集
中
し
、
海
瞳
際
に
は
そ
れ
に
関
す
る
明
確
な
記
録
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
な
い
。
華
亭
鯨
の
防
潮
堰
・
聞
は
、
表
2
番
蹴
9
・
n
・
日
が
防
砂
聞
で
あ
る
他
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
大
多
数
が
直
接
波
及
す
る

『雲
間
志
』
各
中

・
堰
悶
の

海
洋
の
盟
潮
に
射
す
る
防
潮
堰

・
問
で
あ

っ
た
。
そ
の
展
開
の
最
も
重
要
な
局
面
を
要
約
し
て
述
べ
る
の
は
、

(
M〉

記
録
で
あ
り
、
こ
れ
を
中
心
に
他
の
記
録
を
も
参
照
し
て
華
亭
照
の
防
潮
堰

・
問
展
開
の
重
要
局
面
を
述
べ
よ
う
。
照
城
南
方
の
柘
湖
が
淡
塞

(日〉

し
て
以
来
、
柘
湖
下
流
の
一
八
水
路
に
堰
を
置
き
、
盟
糊
の
往
来
を
防
い
で
い
た
。

(

国

〉

湖
上
流
の
亭
林
湖
を
干
拓
し
て
農
回
に
す
る
た
め
、

一
一
二
O
(宣
和
二
〉
年
に
雨
新
提
翠
常
千

越
森
が
柘

703 

一
八
堰
を
撤
去
し
た
が

そ
の
結
果

一一

一一

0
1四
三
(
紹
興
二
三
年
の
聞
に
、

盟
水
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先
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。
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前
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食
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8
・
月
河
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乾
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2
年

6
月
の
孫
大
雅
の
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同
前
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食
貨

8
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河
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~
2
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叔
献
の
言

に
始

め
て

現
れ

る
柘

湖
18港

の
堰
で

あ
る
。
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斗
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- 88ー

ー寸

が
張
浬
堰
を
破
一
摂
し
て
華
亭
腕
全

一
三
郷
の
う
ち
雲
開

・
仙
山
・

白
砂
・
膏
浦
の
南
部
四
郷
(
闘
2
参
照
)
に
進
入
し
た
結
果
、

(

げ

〉

地
と
な

っ
た
四
郷
の
住
民
が
他
州
に
流
浪
す
る
に
至
っ

た
。
州
照
首
局
は
堰
を
復
興
し
た
が
、
盟
船
を
通
す
た
め
新
垣
塘
を
残
し
た
所
、

盟
害
不
毛
の

七
一
(
乾
道
七
)
年
に
は
潮
の
侵
食
に
よ
り
新
連
猪
口
、か三

O
除
丈
の
康
さ
と
な
り
、

(

児

)

(

川

口

)

州
・
湖
州
に
ま
で
及
ん
だ
。
同
年
知
秀
州
と
な

っ
た
丘
苦
は
、
新
迩
塘
醤
堰
は
潮
勢
強
く
復
興
で
き
ぬ
と
判
断
し
、
二

O
里
内
陸
の
運
港
に
堰

を
建
設
す
る
と
共
に
、
そ
の
聞
の
両
岸
の

一
六
の
支
流
水
路
口
に
堰
を
築
き
、
ま
た
両
岸
に
計
四
七
里

一
八
五
丈
除
の
「
蹴
塘
岸
」
と
稿
さ
れ

る
防
潮
堤
を
作
っ
た
。
以
上
の
『
雲
間
志
』
の
記
録
は
、

盟
水
は
南
部
四
郷
の
農
業
を
再
び
一
壊
滅
さ
せ

更
に
蘇

一
二
世
紀
に
至
る
宋
代
秀
州
に
つ
い
て
先
に
農
民
的
防
潮
施
設
に
闘
し
確
認
し
た
、

海
洋
へ
閉
口
し
た
水
路
と
防
潮
施
設
の
存
在
、

を
改
め
て
裏
づ
け
る
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
水
路
の
存
在
を
前
提
と
し
て
瑳
生
し
た
南
部
四
郷
の

甚
大
な
被
害
か
ら
、
江
南
の
直
面
し
た
潟
洋
と
い
う
自
然
の
潜
在
的
に
過
酷
な
性
質
と
防
潮
堰
堤
の
建
設
が
必
然
で
あ
る
根
擦
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
こ
こ
で
も
内
陸
水
の
排
水
問
題
や
盟
運
等
を
め
ぐ
る
交
通
問
題
と
い
う
手
貼
が
生
じ
て
お
り
、
秀
州
の
防
潮
堰
堤
の
展
開

が
こ
れ
ら
問
題
の
解
決
と
連
動
し
な
が
ら
準
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
具
瞳
的
事
例
を
通
じ
て
理
解
さ
れ
る
。
以
上
に
現
れ
た
事
例
を
合
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園2 8 ~13世紀(唐宋)江南の潮と水利・ 農業関係図

九例一-ー地文境界(園1参照〉

一一- 1昔時の水文 (主なもの以外は回 l参照〉

・."<1" 後代の水文(園 l参照〉

品品L 大運河

o ;J十l豚城(蘇州減は，臭 ・長洲豚治〉

・防潮堰 ・悶(数字は表2の番放に針路)

X 潮汐濯i既例(数字は本図註2の数字に劉態〕

東

海

ヒ〉 秀ナ11肇亭豚南部の雲閲 ・イ111山・白砂・ 奇浦四郷〈本圃註 3参照〉

註 1 本図の基礎聞は固 1と向じ。

註 2 8~10出:紀(唐一宋初) の例: 囚劉允文「大唐蘇州新開常熱塘碑銘弁序J (1'琴)11

さ.!l12)回廊給「迭王銀事赴任蘇列IJ (1'全唐詩.!l280)回銭起「迭族姪赴任J (同

前238)囚皮日休 「二遊詩J (同前609)回陵勉蒙 「迎潮途潮僻J (1'笠津叢書J3) 

国王馬偶「昆山県革新修文宣王廟記J(f小畜集.!l16)， 1l~13世紀(宋)の例 : ⑦朱長
文「青龍江上偶書雨紹呈無逸監鋲J (1'楽園徐藁.!l5) @裳後「端明殿摩士一羅公

行朕J (1"家資集.!l12) @毛詔「奥門国家十詠J (1"雨宋名賢小集.!l310)⑫淳祐「玉

峯志』 上・ 水⑪郊堕「治田利害J (1'呉郡志J19)⑫越森 「相度之説J (同前)
註 3 嘉慶『松江府志』郷保市銀図による。

註 4 諒其駿主編「中園歴史地図集.!5 flJ} 惰・唐 ・五代十閣時期〈地図出版社， 1982 
年)の「准南江表諸郡北部」闘による。

註 5 *固による。
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む
肇
亭
豚
の
盟
潮
に
針
す
る
官
治
の
防
潮
堰
・
聞
の
全
睦
的
動
向
(
表
2
番
抗
日
、
t
幻、

m
U
J
旬、印〉は、

堰
・
問
の
設
置
位
置
が
杭
州
問
岸
に
限
ら
れ
て
お
り
(
悶
2
参
照
〉
、

不
明
の
一
例
(
表
2
番
抗
日
〉
を
除
く

ま
た

一
二
世
紀
南
宋
前
期
に
、
筆
亭
鯨
南
部
四
郷
の
二
度
に
わ
た
る
大
盟

害
を
通
じ
て
園
家

・
地
方
行
政
の
施
策
の
重
黙
が
堰

・
問
等
に
よ
る
入
海
水
路
の
遮
断
へ
と
傾
き
、
防
潮
堰

・
問
の
建
設
が
活
滋
化
し
た
こ
と

(

お

)

を
示
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
衣
項
で
燭
れ
る
防
潮
堤
の
建
設
と
と
も
に
、
嘗
時
深
刻
化
し
つ
つ
あ
っ

た
杭
州
湾
岸
の
侵
食
の
脅
威
に
封
躍
す
る

措
置
で
あ
っ
た
。

(二3

防

潮

堤

蘇
州

・
秀
州
地
域
の
防
潮
堤
の
最
古
の
記
録
と
み
な
さ
れ
て
い
る
『
新
唐
書
』
巻
四

一
・
地
理
志

・
杭
州
腫
官
鯨
僚
の
記
載
は
、
次
の
通
り

で
あ
る
。

こ
の
記
載
に
よ
る
限
り
七

一
三
(
開
元

一
)
年
の
「
揮
海
塘
」

と
稿
さ
れ
る
防
潮
堤
の
設
置
地
域
は
杭
州
臨
官
腕
域
で
あ
り
、

(

幻

)

と
い
う
数
値
及
び
そ
の
想
定
貫
長

(岡
2
参
照
)
を
考
慮
す
る
と
、

ま
た
堤
長

一
二

- 90-

揮
海
塘
有
り
。

陸
長
は
百
二
十
四
里
。
開
元
元
年
重
築
す
。

四
里
は
唐
代
蘇
州
の
常
熟
塘
の
水
路
開
溶
事
業
の
記
録
中
の
「
百
有
蝕
里
」

盟
官
鯨
以
外
の
諸
燃
の
海
岸
を
も
贋
く
覆
う
よ
う
な
長
さ
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
研
究
者
の
多
く
が
華
亭
鯨
・
海
盟
牒
方
面
の
防

潮
堤
の
唐
代
に
お
け
る
建
設
を
論
じ
る
に
至
っ
た
も
う

一
つ
の
重
要
な
根
擦
は
、

一一

九
三
(
紹
照
四
)
年
に
刊
行
さ
れ
た
華
亭
豚
の
地
方
志
、

『
雲
間
士
山
』
巻
中

・
堰
聞
の
「
奮
瀦
海
塘
」
の
記
録
で
あ
る
。

い
た

西
南
は
海
盟
界
に
抵
り
、
東
北
は
松
江
に
抵
る
。
長
は
一
百
五
十
里
。

華
亭
鯨
海
岸
線
の
東
北
端
と
西
南
端
を
指
示
さ
れ
、
同
照
海
岸
全
域
を
覆
う
よ
う
に
記
さ
れ
る
建
設
年
代
不
詳
の
こ
の
「
禍
海
塘
」
と
稿
さ
れ

る
防
潮
堤
は
、
論
者
に
よ
り
若
干
異
な
る
と
は
言
え
、
基
本
的
に
は
七
一

三
年
の
「
探
海
塘
」
の
再
建
、

な
い
し
再
建
以
前
の
原
「
揮
海
塘
」

に
関
連
し
て
そ
の
延
長
部
分
の
防
潮
堤
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
見
地
は
一
六
世
紀
明
中
期
の
地
方
志
、

正
徳
司
松
江
府
士
山
』
巻
三

・
水
下



堤
長
に
閲
す
る
疑
問
か
ら
、

〔
治
績
〕
以
来
の
も
の
で
あ
る
が
、
既
に
一
九
世
紀
清
後
期
の
地
方
士
山
、
道
光
『
川
沙
撫
民
臆
士
山
』
に
お
い
て
も
、
前
述
の
瞳
官
豚
防
潮
堤
の

(

幻

〉

『
雲
開
志
』
の
防
潮
堤
を
七
二
二
年
の
事
業
と
全
く
濁
立
の
水
利
事
業
の
産
物
と
解
す
る
見
解
が
存
在
す
る
。
し

か
し
こ
れ
は

一
つ
の
有
力
な
推
定
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
間
題
の
解
決
に
直
接
的
な
謹
言
を
興
え
て
く
れ
る
の
が
、
鄭
獅
「
戸
部
員
外

郎
直
昭
文
館
知
桂
州
臭
公
墓
誌
銘
」

公
、
詩
は
及
、
字
は
幾
道
。
:
:
:
秀
州
華
亭
を
知
す
。
:
:
:
華
亭
に
在
り
て
縁
海
に
堤
百
絵
里
を
築
き
、
美
田
蔦
絵
頃
を
得
た
り
。
歳
ご

お

と
に
穀
数
十
寓
餅
を
出
す
。
民
、
今
に
子
い
て
其
の
利
を
食
む
。

(

お

)

一
O
五
二
(
皇
祐
四
)
|
四
(
至
和
一
〉
年
の
知
華
亭
瞬
、

(『鄭
渓
集
』
径
二
乙
で
あ
る
。

臭
及
の
防
潮
堤
は
、

(

但

〉

一
O
五
四
年
に
完
成
し
た
と
推
定
さ
れ
、

『
雲
間
志
』
刊
行
の

一
一
九
三
年
を
去
る
こ
と
一
三
九
年
前
で
あ
り
、
こ
の
聞
の
経
過
年
数
は
『
雲
間
志
』
が
そ
の
防
潮
堤
を
「
奮
潟
海
塘
」
の
名
稿
で
呼
ぶ
よ
う

に
な
る
賦
況
を
も
た
ら
す
に
ふ
さ
わ
し
い
。
ま
た
そ
の
一

O
O絵
里
と
い
う
長
さ
も
「
琶
湖
海
塘
」
の
一
五

O
里
と
い
う
規
模
に
劉
躍
し
て
い

る
。
以
上
か
ら
『
雲
間
志
』
の
停
え
る
一
二
世
紀
南
宋
代
華
亭
鯨
に
残
存
し
て
い
た
防
潮
堤
は
、
一

O
五
四
年
に
知
鯨
呉
及
に
よ
っ
て
建
設
さ

〈

お

)

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
し
た
が
っ
て
宋
代
秀
州
の
大
規
模
な
防
潮
堤
の
起
源
を
唐
代
に
求
め
る
従
来
の
見
地
に
は
根
擦
が
な

- 91ー

ぃ
、
と
言
え
よ
う
。

一
一
世
紀
前
後
ま
で
に
存
在
し
た
防
潮
堤
は
、
呉
及
の
堤
の
他
、

(

幻

〉

南
宋
初
期
以
前
の
時
期
に
海
盟
燃
に
「
揮
海
塘
凡
十
八
篠
」
が
あ
っ
た
。
後
二
者
の
堤
の
特
徴
は
、

(

m

m

)

 

一
O
世
紀
の
呉
越
の
時
貼
で
華
亭
腕
に
「
金
山
麟
塘
」
、

一
二
世
紀
前
半

「
金
山
」
と
い
う
小
地
域
名
稽
か
ら
想
定

な
い
し
一
八
に
も
分
か
れ
沿
岸
を
覆
い
き
る
こ
と
の
な
い
不
連
績
性
に
あ
る
。
臭
及
の
防
潮
堤
に
つ
い
て
も
、

(

お

〉

(
m
U
〉

一
部
で
水
路
を
遮
断
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
全
践
と
し
て
は
海
へ
閉
口
し
た
多
数
の
水
路
(
二
節
一
項
参
照
〉
を
残
し
た
不
連
績
な
黙
を

特
徴
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
小
地
域
間
単
位
に
作
ら
れ
る
、
或
い
は
長
大
な
堤
の
場
合
に
は
不
連
績
な
形
態
と
な
る
、
と
い
う
首
時
の
防
潮
堤

の
特
徴
は
、
単
に
土
木
工
事
を
捨
う
人
間
集
圏
の
課
題
な
い
し
力
量
の
限
界
と
関
連
す
る
だ
け
で
な
く
、
臭
及
の
堤
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
水
路

さ
れ
る
規
模
の
小
さ
い
こ
と
、

709 

の
存
在
と
深
く
関
連
す
る
。

一
一
世
紀
前
後
ま
で
の
防
潮
堤
が
長
堤
の
場
合
で
も
不
連
績
で
あ
っ
た
要
因
の
一
つ
は
、
防
潮
堰
・
聞
の
設
置
の
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場
合
(
二
節
一
項
参
照
〉
と
同
様
水
路
遮
断
に
伴
う
後
背
地
の
排
水
問
題
を
含
む
水
利
問
題
及
び
域
内
交
通
問
題
を
解
決
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
運
港
堰
が
潮
の
強
い
勢
力
の
及
ば
ぬ
内
陸
地
貼
を
一
意
闘
的
に
選
探
し
て
設
置
さ
れ
た
事
貫
(
二
節
一
項
参
照
)
か

ら
、
水
路
中
の
構
築
物
の
建
設
の
技
術
的
困
難
性
も
防
潮
堤
が
不
連
結
で
あ
る
要
因
の
一
つ
と
し
て
首
然
抽
出
恕
さ
れ
る
。
以
上
に
よ
り
明
ら
か

な
よ
う
に

一
一
世
紀
前
後
ま
で
の
秀
州
の
防
潮
堤
は
、
水
路
の
存
在
等
に
よ
り
分
断
さ
れ
る
不
連
結
性
を
本
質
的
特
徴
と
し
て
い
た
。
そ
の
後

華
亭
燃
で
は

一
二
世
紀
南
宋
前
牢
に
運
港
堰
外
の
防
潮
堤
合
一
節
一
項
参
照
〉
等
が
、
海
盟
将
で
も
一
三
世
紀
南
宋
後
半
に
知
師
師
、
史

E
卿
の
防

(

初

〉

(

泊

)

潮
堤
等
が
そ
れ
ぞ
れ
築
か
れ
、
所
東
に

つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
不
連
結
堤
か
ら
連
結
堤
へ
の
防
潮
堤
の
進
化
の
端
緒
が
現
れ
て
き
た
。

し
か
し

一
二
世
紀
南
宋
前
半
ま
で
の
秀
州
は
防
潮
堰

・
聞
の
盛
行
に
よ
り
知
ら
れ
る
よ
う
に
防
潮
堤
が
全
世
と
し
て
は
連
絹
堤
化
の
段
階
に
到

達
し
て
お
ら
ず
、
防
潮
堤
の
存
在
意
義
は
後
代
に
較
べ

相
射
的
に
低
か

っ
た
。
ま
た
蘇
州
で
は
常
熟
腕
許
浦
附
近
に

一
二
世
紀
に
防
潮
堤
が
築

(

幻

〉

か
れ
た
例
外
的
事
例
は
あ
る
が
、
そ
の
建
設
の
木
格
化
は
後
代
に
属
す
る
。

湖
と
水
路
開
溶

・
潮
汐
濯
甑

・
土
地
生
産
力
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盟
糊
の
進
入
が
防
潮
恨
堤
の
瑳
達
等
に
よ

っ
て
次
第
に
弱
ま

っ
て
行
く
環
境
下
で
、
江
南
に
進
入
す
る
湖
の
最
も
支
配
的
な
作
用
は
濁
糊
・

淡
湖
と
し
て
も
た
ら
す
放
果
に
現
れ
る
所
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
江
南
の
通
常
の
生
活
過
程
に
お
い
て
潮
に
闘
す
る
最
も
密
接
な
日
常
的
現

象
こ
そ
、
濁
潮
に
よ
る
水
路
の
扱
塞
と
潮
汐
濯
概
を
可
能
に
す
る
淡
湖
の
現
象
で
あ
っ
た
。
ま
た
土
地
生
産
力
向
上
の
要
求
が
高
ま
り
、
無
潮

(お〉

地
域
中
心
に
、
江
南
農
業
の
特
色
を
成
す
河
泥
施
肥
の
前
提
で
あ
る
肥
料
と
し
て
有
数
な
河
泥
の
生
成
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

ら
諸
現
象
に
割
膝
す
る
水
利

・
農
業
上
の
課
題
が
水
路
開
溶

・
潮
汐
濯
蹴

・
河
泥
施
肥
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
の
う
ち
、
水
路
開
溶
に
つ
レ

て
は
宋
代
蘇
州
に
関
す
る
詳
細
で
有
金
な
年
表
が
作
成
さ
れ
研
究
が
あ
る
が
、
潮
の
ほ
と
ん
ど
普
遍
的
と
言
っ

て
よ
い
談
塞
作
用
と
の
開
連
へ

(

泌

〉

(

お

〉

の
論
及
は
必
ず
し
も
十
分
で
な
い
。
潮
汐
濯
慨
に
つ
い
て
は
江
南
に
閲
す
る
研
究
は
な
い
。
河
泥
施
肥
に
つ
い
て
は
、
宋

・
元
代
の
事
例
が
二

(

お

)

ま
た
そ
の
客
土
の
数
果
と
し
て
の
回
面
の
上
昇
現
象
、
農
回
の
土
木
工
準
的
改
良
の
役
割
が
近
年
相
次
い
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

例
紹
介
さ
れ
、



が
、
潮
と
の
関
連
で
こ
れ
を
考
察
し
た
研
究
は
な
い
。

付

7]( 

路

開

溶

〈

幻

)

(
海
水
が
一
た
び
潮
す
る
と
、
そ
の
も
た
ら
す
泥
は

一
枚
の
竹
の
皮
ほ
ど
も
積
る
)
と
い
う
諺
に
よ
く
表

(

お

)

(

鈎

〉

現
さ
れ
る
よ
う
に
、
多
量
の
泥
砂
を
含
ん
で
お
り
、
古
来
「
、
窓
潮
」
(
濁
潮
〉
等
と
稿
さ
れ
て
い
た
。

一一

世
紀
北
宋
の
蘇
拭
の
観
察
に
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
右
の
諺
の
停
え
る
激
し
い
水
路
後
塞
の
作
用
は
、
太
湖
等
か
ら
流
下
す
る
内
陸
水
の
潮
砂
を
洗
い
流
す
作
用
と
劉
照
的
な
潮

濁
潮
は
感
潮
地
域
の
饗
遷
(
図
1
参
照
)
に
つ
れ
次
第
に
内
陸
か
ら
後
退
し
た
が
、

九
世
紀
唐
末
ま
で
後
述

江
南
の
潮
は

「
海
水

一
潮
、
其
泥

一
錫
」

固
有
の
強
力
な
作
用
で
あ
っ
た
。

の
よ
う
に
内
陸
深
く
湖
州
東
部
に
も
及
び
、
一

一
世
紀
北
宋
時
に
は
太
湖
の
最
大
の
排
水
路
で
あ
っ
た
臭
瓶
江
上
流
の
臭
江
鯨
方
面
を
淡
塞
さ

(ω
〉

(

H

U

)

せ、

一
三
世
紀
元
初
に
は
昆
山
鯨
南
方
の
澱
山
湖
に
泥
砂
を
堆
積
さ
せ
て
お
り
、
本
稿
の
劉
象
時
期
に
は
沿
江
海
微
高
地
の
み
な
ら
ず
、
低
地

(

州

出

)

に
も
贋
く
波
及
し
て
湖
沼

・
水
路
を
齢
塞
さ
せ
て
い
た
。

濁
潮
の
水
路
淡
塞
は
、
越
震
の
「
相
度
之
読
」
・
「
置
間
篇
」

- 93ー

〈
二
節
一
項
参
照
)
や
後
掲
諸
史
料
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
第

一
に
水
路
の
狭
陸

化
に
よ
り
氾
濫
を
起
こ
し
易
く
す
る
。
第
二
に
勾
配
の
ほ
と
ん
ど
な
い
江
南
卒
原
で
は
、
日
照
り
の
際
の
水
路
水
の
滅
水
に
伴
い
、
治
塞
に
よ

っ
て
水
路
底
が
少
し
で
も
高
ま
っ
て
い
る
地
区
に
は
水
が
流
通
し
な
く
な
り
、
干
害
が
起
こ
り
易
く
な
る
。
第
三
に
水
路
後
塞
は
水
路
交
通
を

阻
害
す
る
。
こ
の
よ
う
な
不
利
盆
を
も
た
ら
す
濁
潮
の
淡
塞
に
封
し
て
賓
施
さ
れ
た
の
が
、
水
路
開
溶
事
業
で
あ
っ
た
。

『
宋
史
』
巻
九
六

河
渠

・
元
祐
四
〈
一

O
八
九
)
年
に
は
、

首
時
潮
に
よ
る
水
量
確
保
を
試
み
て
い
た
杭
州
城
附
近
の
大
運
河
等
の
水
路
を
め
ぐ
る
朕
況
が
記
さ

れ
て
い
る
。

知
杭
州
蘇
献
、
赤
山
・

堕
橋
二
河
を
溶
す
σ
:
:
:
初
め
:
:
:
白
居
易
復
た
西
湖
を
溶
し
、
水
を
引
き
て
運
河
に
入
る
。
:
:
:
唐
及
び
銭
氏

お
さ

自
り
後
、
蔵
し
て
理
め
ず
。

:
:
:
運
河
、

湖
水
の
利
を
失
い
、

江
湖
ハ
銭
塘
江
潮
。
引
用
者
注
。
以
下
同
じ
〉
に
取
給
す
。

F閉

河
を
出

711 

し
、
閥
闘
に
迂
溢
す
。
三
年
に

一
溶
す
る
こ
と
、
市
井
の
大
患
と
魚
る
。
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」
の
大
運
河
等
の
水
路
で
は

濁
潮
に
よ
る
水
路
淡
塞
に
伴
う
市
街
の
冠
水
を
免
れ
る
た
め
(
及
び
恐
ら
く
水
路
交
通
を
即
時
保
す
る
た
め
〉
、

知
少11

の
指
導
下
に
水
路
開
溶
事
業
を
三
年
に

一
回
の
頻
度
で
質
施
し
て
い
た
。
こ
の
事
例
の
示
す
開
溶
頻
度
は
必
ず
し
も
同

一
河
川
に
つ
い
て
の
も

の
と
は
限
ら
ず
、

ま
た

一
般
に
も
水
路
開
溶
の
必
要
頻
度
は
、
同
じ
濁
潮
地
域
で
も
潮
の
混
濁
の
程
度
を
含
む
地
理
的
諸
燦
件
に
よ

っ
て
異
つ

て
く
る
が
、
右
の
例
に
よ
っ
て
濁
潮
の
淡
塞
作
用
の
激
し
さ
と
水
路
開
溶
の
困
難
性
と
を
十
分
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
水
路
開
溶
の
貰

際
の
数
果
に
つ
い
て
は

『
宋
舎
要
輯
稿
』
方
域

一
七
・
水
利
・

紹
興

一
五
年
七
月
二
十
四
日
の
給
事
中
李
若
谷
等
の
言
に
、

雨
祈
路
鞠
連
判
官
呉
伺
奏
す
ら
く
。
:
:
:
昨
、
提
穆
常
卒
官
越
謀
、
華
亭
の
海
に
泊
る
鹿
(
入
海
の
所
H

青
龍
江
)
、

十
六
浦
を
開
溶
し、

水
勢
池
せ
る
に
因
り
、
二
十
年
間
並
び
に
水
患
無
し
。

と
あ
る
よ
う
に
、

一
一
四
五
年
の
時
貼
で

一
一
一
九
|
二
O
(宣
和

一
|
一
一
)
年
の
提
翠
常
卒
、

越
森
の
水
路
開
溶
に
閲
し
て
、

そ
れ
以
後
二

0
年
聞
に
わ
た
り
水
害
が
な
か
っ
た
、

と
評
債
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
蓑
隻
「
端
明
殿
皐
土
:
:
:
羅
公
行
拭
」
(
『
繋
資
集
片
倉

一二〉

に
は、

(
淳
照
)
十
四
年
:
:
:
時
に
新
右
諸
郡
多
く
雨
を
闘
く
。

・:
:
華
亭
河
流
断
絶
す
。
邑
宰
劉
壁
、
青
龍
江
の
潮
を
通
ず
可
き
も
壇
底
己
に

- 94ー

久
し
き
を
相
親
し
、
:
:
:
七
十
絵
里
を
溶
す
。
湖
、
幌
市
に
達
す
。
叉
た
溶
河
、
東
六
十
里
に
て
、
水
、
州
城
に
及
ぶ
。
皐
澗
の
時
に
嘗

り
浸
濯
の
盆
有
り
。

一一

八
七
年
の
日
照
り
に
際
し
知
華
亭
豚
劉
壁
が
水
路
を
開
溶
し、

育
館
江
の
潮
を
上
流
の
華
亭
豚
城
並
び
に
秀
州
城
ま
で
遡
上
さ

せ
、
日
照
り
の
害
を
緩
和
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
潮
汐
濯
瓶
で
あ
る
(
本
節
二
項
参
照
〉
。

こ
れ
ら
の
具
韓
例
を
通
じ
て
、
水
路
の
開

溶
が
濁
潮
に
よ
る
治
塞
地
域
の
水
皐
災
針
策
を
含
む
水
利
に
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
て

い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
あ
り

宋
代
蘇
州

・
秀
州
の
水
路
開
溶
は
、
個
々
の
事
例
に
よ
る
と
濁
潮
地
域
を
中
心
と
し
て
賀
施
さ
れ
、

比
較
的
盛
ん
で
あ
っ
た
。
沿
江
海
微
高

地
の
事
例
が
多
い
が
、
低
地
で
も
少
か
ら
ず
賓
施
さ
れ
た
(
表
3
参
照
)
。
し
た
が
っ

て
そ
れ
は
、
濁
潮
の
水
路
於
塞
を
主
た
る
針
象
と
し
て
、

し
か
し
こ
れ
ら
の
開
溶
事
業
に
よ
っ
て
も
濁
潮
の
水
路
扱
塞
問
題
全
般
を
解
決
す
る
こ
と

(

必

)

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
首
時
の
江
南
の
水
利
問
題
に
言
及
す
る
多
く
の
史
料
の
俸
え
る
所
で
あ
る
。
以
上
の
宋
代
に
加
え
宋
代
以
前
の

地
形
の
如
何
を
問
わ
な
い
性
格
の
も
の
で
あ

っ
た
。
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表 3 1O~13世紀(宋〉江南水路開溶事業水路別整理一覧表(稿)

水路開溶の年夫等(年)等 |地文匡分等 |水 路名等|

小計 l 水 路

奥・長洲思議 |微高地 |錦帆 淫 I 1217 

1回

常熟豚 |沿江微高地 |福山塘 1159 1256-8頃

資潤浦 1119 1175頃

梅星第 1119 1175頃

言午 浦 1034 1174 1175 

t主 浦 1119 1175頃

空佐 浦 1119 

支 猪 1224 

白"d!i 浦 1034 1154? 1175頃
山 塘 1055 1120 

小山港 1120 

顔 家淫 1120 

小 娘子淫 1208 

金 淫 1042? 

豚前河 1256~ 8頃

{民 地 常 熱 摺 1119 

張墓塘 1120 

不 明 鶴 演 1042? 

小 計 17水路

箆山鯨 !沿海微高地 I(下〉張浦

茜淫

11i i 
低 地 |至和堀

小反消

新洋江

下 駕 浦

小 言十 11水路

26回

1034 1174頃1165 

1119 1034 

1175頃

1165 

1034 1175頃1165 

1102? 

1119 

1165 

1058 I 1165 

1055 

1246 

1055 

1055 

1122 1165 

1165 

1165 

1055? 

口ヨ

24回



Z医亭 11孫 |沿海微高地 l陸家治 1120

下 沙 浦 1145

海河 I1149~51頃

低 石川E一品←iJ.!f1 1171 

魚電rr招 11837

一一 顧曾浦 1041 11必 1166

i小 ii-:-I6水路 「 石 1-一一|
海邸燃 |沿海微高地 |瓦可 rrg1-1示「口元了

遊 i歴浦 1093

招 賓 堀 992

烏 屯 塘 1182

陶径塘 1182

官塘 1182

小計 6水瓦 8回 I

奥松江奥 ;松 江 1022 1023 1038 

(含背龍江) I 1061 1103 1119 

小計 1水路 6回

蘇川秀i.M1微高地計 1-307](fM!t I 49@] I 

低地計 10水路 17回

不明計 1水路 1回

奥松江計 1水路 6回

線計 I~ 水路 I 73@] I 
註 『宋舎要輯稿Jl.i"宋史Jl.i"呉郡志Jl.i"琴)11志Jl.i"雲閲志Jl. i"嘉禾志J.洪武「蘇州府

志」等により作成。?は質施の年次・有無等に疑問の残るものを意味する。なお本表

作成にあたり，西岡註(34)論文の「蘇1-11における治水・水利工事年表」を参照した。
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例
を
検
討
す
る
時
、
濁
湖
に
よ

る
水
路
淡
塞
に
削
到
す
る
開
溶
事

業
の
一
意
味
を
最
も
鮮
明
に
物
語

る
の
が
、
常
熟
塘
及
び
荻
塘
の

事
例
で
あ
る
。
劉
允
文
「
大
唐

と三 蘇
琴 州

11新
ど聞
各常
一熟

三塑

等♀語
に)喜
よ 」

る
と
、
低
地
に
属
す
る
常
熟
塘

に
は
、
唐
代
に
「
江
潮
」
・
「
江

- 96ー

源
」
と
稿
さ
れ
る
長
江
潮
が
去

来
し
て
お
り
、

一
二
)
年
に
刺
史
李
素
に
よ
り
そ

八

O
八
(
元
和

の
濁
潮
の
も
た
ら
し
た
淡
塞
を

開
溶
す
る
事
業
が
貫
施
さ
れ

た

」
こ
で
は
ま
た
、

「江

潮

に
よ
る

「
濯
瓶
之
利
」

即
ち
次
項
で
述
べ
る
潮
汐
濯
瓶

が
濁
潮
を
用
い
て
質
現
、
質
施

さ
れ
て
い
た
、
と
思
わ
れ
る
。



荻塘・顧禽浦閲溶頻度図

@⑤⑤⑦  

殿謀這虚幼年欝戎 孫儲
(豚令)(刺史)(刺史)(刺史)

713-41 763-4 813・6 885 〉̂v ̂  v 八 V

50 ・50' 72 I 
八

全 488

7回+488年""'1回/70年

⑨⑮  

嘗泳 莞説
(通列) (持運使)

1145 1166 1193 

V八〉八

230 

園3

番挽=会① ② ③ 

閲溶施行者二会股康 沈嘉孝安人
(郡守)(郡守)(郡守〕

年二}397 483句 502

i'M'開=争 V^V八〉

一「
開溶頻度二長

番銃二長

関溶施行者二〉

715 

荻

③ 

銭目台範
(知県革)

年二会 1011 1041 

世話 ・開=長 八 V 

塘

願

八
舎

104 期閲(年)=会浦

全 182

開溶頻度二手 3回+182年""'1回/61年

凡ou V=開溶 八=淡塞

註 ①~⑤，①は 『突興志J19・塘.@は元積 「唐故越州刺史…醇公紳道碑文銘J(U"元
氏長E筆集J53). ③は章幌 「重開顧曾浦記J (r雲閲志』下). ⑨は楊J;Er重開顧曾浦
記J (同前). ⑬は許克昌 「牽亭豚淡河置問碑J (同前〉による。なお⑦の典援の原
文中の「元和五年」は「中和五年」の誤り。

常
熟
塘
は
更
に
、

一
一
一
九
(
宣
和
一
〉
年
に
趨
震
に

よ
り
開
溶
さ
れ
る
(
表
3
参
照
)
が
、

以
後
一
七
世
紀

(

必

〉

明
末
に
到
る
ま
で
開
溶
の
記
録
を
歓
い
て
い
る
。
そ
の

背
景
は
、

嘉
靖
『
常
熟
鯨
士
山
』
巻
四
・
水
利
志

に
、

「
常
熟
塘
は
、
今
に
訟
る
も
向
お

流
れ
を
通
じ
て
お

り
、
疏
溶
に
偲
り
な
い
。
所
調
二
十
四
浦
は
猷
塞
し
易

い
。
蓋
し
潮
が
日
に
二
た
び
至
る
か
ら
で
あ
る
」
と
一

六
世
紀
の
時
黙
で
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
、
沿
江
微
高
地

の
二
四
浦
が
濁
潮
に
よ
り
淡
塞
し
て
い
る
の
に
射
し

- 97ー

常
熟
塘
が
無
潮
地
域
に
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
事
情
に

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
の
朕
況
が

一

oー
一
三

五
代
・
宋
聞
に
開
溶
の
記
録
が
な
く
、
そ
れ
に

世
紀
、

先
行
し
て
四
l
五
世
紀
東
菅
以
来
の
頻
繁
な
開
溶
の
記

(

日

叩

)

録
を
も
っ
荻
塘
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
(
岡
3
参
照
)
。

そ
の
開
溶
の
封
象
と
な
っ

た
淡
塞

の
原
因
に
つ
い
て
の
明
文
の
説
明
は
な
い
が
、
そ
の
開

溶
頻
度
の
固
有
の
高
さ
は
、
濁
潮
地
域
の
開
溶
頻
度
を

示
す
一
例
と
し
て
あ
げ
た
願
舎
浦
の
例
(
間
3
参
照
)

を
参
照
す
る
と
、
濁
潮
の
後
塞
に
劃
す
る
水
路
開
溶
の
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そ
の
地
域
か
ら
濁
潮
が
消
失
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う。

以
上
の
水
路
開
溶
の
事
業
の
記
銀
の
匪
倒
的
多
数
は
、
そ
れ
が
園
家
・
地
方
行
政
の
施
策
と
し
て
、
後
代
に
も
名

必
要
に
基
づ
く
も
の、

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
一

O
世
紀
以
降
に
開
溶
が
な
く
な
る
の
は
、

稿
及
び
水
路
そ
の
も
の
が
残
る
よ
う
な
大
規
模
な
河
川
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
博
え
る
が
、
水
路
淡
塞
の
害
に
直
面
す
る
農
民

・
住
民
自

(
U
)
 

ら
の
主
導
性
に
お
い
て
比
較
的
小
規
模
な
水
路
の
開
溶
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
項
の
結
論
と
し
て
、
江
南
の
濁
潮
地
域

に
お
け
る
水
路
の
開
溶
は
、
濁
潮
の
な
い
通
常
の
河
川
の
場
合
と
全
く
異
な
る
固
有
の
高
い
頻
度
で
貫
施
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
頻
繁
に

開
港
さ
れ
た
少
数
の
例
を
除
き、

一
般
に
は
水
路
開
溶
は
十
分
に
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
こ
れ
に
よ
り
、
濁

潮
地
域
を
含
ん
で
水
路
が
不
十
分
な
が
ら
維
持
さ
れ
た
こ
と
は
、
重
要
で
あ
る
。
ま
た
濁
潮
の
後
退
に
つ
れ
、
そ
の
淡
塞
に
針
慮
す
る
意
味
で

の
開
溶
は
低
地
か
ら
な
く
な
っ

て
行
く
が
、
本
稿
の
劉
象
時
期
に
は
な
お
低
地
の
か
な
り
の
部
分
を
含
ん
で
水
路
開
溶
が
行
わ
れ
て
い
た
。
最

後
に
蘇
州
・
秀
州
の
諸
事
例
に
よ
れ
ば
、
水
路
開
溶
の
多
く
は
濁
潮
の
淡
塞
に
射
し
て
貫
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

t二)

潮

汐

瀧

瓶
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褐
潮
地
域
を
含
み
江
南
を
康
く
覆
う
淡
潮
地
域
で
は
、
常
熟
塘
枯一寸
の
例
(
木
節
一

項
参
照
〉
の
よ
う
に
潮
の
現
象
に
割
腹
す
る
農
業
上
の
課
題

と
し
て
潮
汐
瀧
概
が
行
わ
れ
た
。
潮
汐
瀧
概
は
、
満
潮
に
伴
う
水
位
の
上
昇
と
い
う
潮
の
自
然
力
を
利
用
し
て
給
水
す
る
濯
概
様
式
で
あ
る
。

江
南
の
低
地
で
潮
位
が
回
面
よ
り
高
ま
る
よ
う
な
低
田
で

は
、
潮
の
自
然
力
の
ま
ま
に
水
が
農
田
に
流
入
し
て
濯
甑
が
行
わ
れ
る
。
八
世
紀
の

直
輸
の
詩

「、迭
王
録
事
赴
任
蘇
州」

(彰
定
求
等
編
『
全
唐
詩
』
径
二
八

O
〉
に
は

潮
作
境
田
雨
、
雲
成
煮
海
煙
。

と
詠
わ
れ
て
お
り
、
製
盟
の
煙
と
と
も
に
渦
潮
の
潮
水
が
境
ぐ
農
田
の
様
子
は
、
唐
代
蘇
州
を
特
徴
づ
け
る
景
観
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま

(陳
思
編

『雨
宋
名
賢
小
集』

巻一一一

一
O
)
に
も

た一

三
世
紀
の
毛
珂
の
詩
「
呉
門
国
家
十
一一散」

到
底
車
聾
碑
水
務
、
東
郷
人
事
猫
遁
進
。



一
堤
灘
灘
元
非
雨
、
線
是
呉
江
櫓
水
潮
。

「
臭
門
」
即
ち
宋
代
蘇
州
の
「
東
郷
」
の
長
洲
腕
等
の
地
域
で
は
、
他
の
到
る
所
で
行
わ
れ
て
い
た
龍
骨
車
に
よ
る
第
苦
の

多
い
潅
瓶
と
劉
照
的
に
、
「
潜
水
潮
」
(
淡
水
潮
〉
を
そ
の
ま
ま
農
田
に
導
く
潮
汐
濯
甑
の
優
位
を
享
受
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
低
地
の
潮

汐
濯
概
に
射
し
、
沿
江
海
微
高
地
で
は
、
潮
位
が
図
面
よ
り
低
い
た
め
、
潮
の
自
然
力
に
加
え
一
定
の
濯
瓶
手
段
を
用
い
て
行
う
潮
汐
濯
概
が

存
在
し
た
。

一一

世
紀
後
牢
北
宋
後
半
期
の
郊
宣
の
「
治
田
利
害
」

(
『
奥
郡
志
』
各
一
九
〉
が
古
人
に
託
し
て
述
べ
る
潮
沙
濯
甑
の
様
子
は
、

微
高
地
の
こ
の
よ
う
な
濯
甑
僚
件
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
あ
る
よ
う
に

塩
阜
の
地
、

:
:
:
固
よ
り
水
を
決
す
る
の
道
に
非
ざ
る
也
。
然
れ
ど
も
古
人
、
塘
浦
を
魚
り
闇
深
な
る
こ
と
此
く
の
若
き
者
は
、
蓋
し

江

・
海
の
水
を
吠
引
し
、
埋
阜
の
地
に
周
流
せ
し
め
ん
と
欲
す
れ
ば
な
り
。
大
皐
の
歳
と
難
も
、
亦
た
車
献
し
て
以
て
固
に
瓶
ぐ
可
し
。

文
中
の
「
江

・
海
の
水
」
と
は
長
江
と
東
海
の
水
を
意
味
し
、
こ
れ
ら
は
言
う
ま
で
も
な
く
潮
と
し
て
の
み
微
高
地
へ
遡
上
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
の
龍
骨
車
に
よ
る
濯
甑
は
潮
を
利
用
し
た
潮
汐
濯
瓶
な
の
で
あ
る
。
他
方
郊
宣
の
目
前
の
微
高
地
(
高
田
地
帯
〉
の

(
組
問
〉

朕
況
と
し
て
は
、
右
の
後
文
に
よ
る
と
水
路
滋
塞
に
よ
っ
て
贋
範
圏
に
わ
た
り
潮
汐
潅
概
が
衰
退
し
て
い
た
。
一
二
世
紀
の
越
課

「相
度
之

説
」

(
『
呉
郡
志
』
巻

一
九
)
は
、
沿
江
海
微
高
地
の
潮
汐
濯
瓶
に
つ
い
て
、
期
宣
と
は
別
の
要
素
に
鯛
れ
て
い
る
。

臨
江
の
民
、
毎
に
潮
の
至
る
に
遇
え
ば
、
則
ち
浦
身
に
小
溝
を
開
撃
し
、
以
て
己
が
用
に
供
す
。
亦
た
堰
を
魚
り
、
断
ち
て
以
て
除
潮
を

留
む
。
此
れ
常
熟
諸
滞
壇
塞
の
由
也
。
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卸
ち
宋
代
蘇
州
常
熟
廓
の
長
江
に
臨
む
微
高
地
で
は

水
路
傍
に
小
水
路
を
掘
り
込
ん
で
潮
を
引
い
た
り
、

り
越
え
て
寝
内
に
流
入
す
る
潮
の
徐
水
を
保
つ
)
等
し
て
潮
を
利
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
小
水
路
な
い
し
堰
内
の
水
を
農
田
に
濯
慨
す
る
に
は
、

更
に
龍
骨
車
等
の
濯
祇
用
具
が
必
要
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
微
高
地
の
潮
汐
濯
瓶
は
、
龍
同
(
円
車
や
堰
の
よ
う
な

一
定
の
濯
概
手
段

を
不
可
依
な
装
備
と
す
る
濯
瓶
形
態
で
あ
っ
た
。

以
上
の
二
類
型
か
ら
成
る
江
南
の
潮
汐
濯
瓶
は
、
感
潮
地
域
の
饗
遷
に
つ
れ
後
代
に
は
次
第
に
低
地
の
一
部
と
沿
江
海
微
高
地
と
に
限
定
し

堰
で
潮
を
堰
き
止
め
る
(
堰
を
乗

717 
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て
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
本
稿
の
封
象
時
期
に
は
微
高
地
の
他
、
徐
々
に
内
陸
か
ら
後
退
し
つ
つ
も
低
地
の
康
範
な
地
域
で
行
わ
れ
て

い
た
(
悶
2
参
照
)
。

こ
の
う
ち
、
渇
潮
地
域
の
潮
汐
濯
概
は
、
那
一旦
の
嘗
時
の
沿
江
海
微
高
地
の
朕
況
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
水
路
の
開
溶
事

業
を
そ
の
安
定
的
存
続
の
不
可
依
の
候
件
と
し
て
い
た
。
潮
の
最
も
重
要
な
通
路
と
な
る
大
規
模
な
水
路
の
開
溶
事
業
が
園
家
・
地
方
行
政
の

施
策
を
媒
介
に
質
施
さ
れ
る
(
木
簡
一
項
多
照
〉
以
上
、
外
見
的
に
は
個
別
農
民
の
管
痛
と
の
み
み
な
さ
れ
る
潮
汐
濯
概
も
ま
た
こ
の
媒
介
項
に

(

品

目

)

依
存
す
る
関
係
に
あ
っ
た
。

同
H

土

地

生

産

力

混
濁
の
有
無
に
よ

っ
て
江
南
内
陸
の
淡
水
を
匡
別
す
る
と
、
濁
潮
に
よ
り
混
、渇
し
て
い
る
地
域
と
、
混
渇
の
少
い
感
潮
地
域
で
あ
る
清
潮
地

域
及
び
潮
が
波
及
せ
ず
混
渇
も
少
い
無
湖
地
域
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
世
紀
清
末
の
光
緒
『
松
江
府
績
士
山
」
各
六

・
水
の
編
者
の

案
語
の
「
黄
浦
江
の
東
と
南
の
数
高
頃
の
田
は
、
勢
い
黄
浦
江
の
潮
に
語
り
て
濯
瓶
に
資
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
人
は
貰
浦
江
の
潮
の
利
盆
を
習

知
し
て
い
る
が
、
そ
の
害
を
知
ら
な
い
。
今
お
よ
そ
黄
浦
江
を
へ
だ
て
る
こ
と
や
や
遠
く
潮
を
通
じ
な
い
所
で
は
、
農
人
は
常
に
河
泥
を
凌
つ

-100ー

て
田
に
培
い
、
後
塞
あ
る
こ
と
少
い
」
と
い
う
翻
察
に
よ
る
と
、
首
時
松
江
府
で
は
無
潮
地
域
で
の
み
河
泥
の
採
取
と
施
肥
が
行
わ
れ
て
い

た
。
ま
た

一
七
世
紀
明
末
の
取
橘
の
「
大
輿
水
利
申
」
(
徐
光
啓
『
農
政
全
書
』
各
一

五
)
で
も
「
太
湖
水
は
澄
み
清
く
、

そ
の
水
路
底
の
泥
は
た

ま
り
腐
熟
し
て
い
る
。
農
夫
は
筒
(
採
泥
器
)
で
取
っ
て
田
に
培
っ
て
い
る
。

一
年
復
た
一
年
と
田
は
愈
よ
美
し
く
、

水
路
は
愈
よ
深
い
。
長

江
水
(
長
江
潮
〉
は
砂
を
浮
か
べ

〔
砂
は
:
:
:
引
用
者
補
〕
日
々
水
路
に
積
り

し
か
も
取
っ
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、

徒
に
そ
の
水
路

を
淡
塞
さ
せ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、

嘗
時
の
蘇
州
府
常
熟
照
で
は

濁
潮
の
及
ば
ぬ
清
潮
な
い
し
無
潮
地
域
で
河
泥
の
採
取

・
施
肥
が
質
施

さ
れ
る
と
と
も
に
、

そ
の
結
果
水
路
が
一
層
深
く
な
る
の
に
劉
し
、
濁
湖
地
域
で
は
潮
の
も
た
ら
す
泥
砂
が
河
泥
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き

濁
潮
の
有
無
が
肥
料
と
し
て
有
致
な
河
泥
(
以
下
「
有
数
河
泥
」
〉
の
採
取
・
施
肥
の
可
能
性

(
印
〉

を
決
定
す
る
と
い
う
原
理
は
、
他
の
記
録
に
も
少
か
ら
ず
現
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
普
遍
的
一
意
一
義
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
剣
断
さ
れ
る
。
そ

-h
、

」
3

水
路
を
酸
塞
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。



の
背
景
と
し
て
は
、
河
泥
採
取
・
施
肥
の
前
提
と
な
る
有
数
河
泥
の
存
在
が
、
濁
潮
地
域
に
で
は
な
く
清
潮
・
無
潮
地
域
に
の
み
特
有
な
現
象

(

日

)

で
あ
っ
た
事
情
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
嘗
て
江
南
低
地
の
奥
深
く
ま
で
を
覆
っ
て
い
た
濁
潮
地
域
の
内
陸
か
ら
の
後
退
と
い

う
歴
史
的
傾
向
(
本
節
一
項
参
照
)
こ
そ
が
、
有
数
河
泥
の
生
成
の
生
態
傑
件
を
江
南
の
地
に
次
第
に
抜
大
し
て
行
く
前
提
で
あ
っ
た
。
ま
た
し

た
が
っ
て
江
南
の
河
泥
は
、
江
南
の
自
然
環
境
の
永
久
的
興
件
で
は
な
く
、
そ
の
第
化
に
伴
う
歴
史
的
所
産
で
あ
っ
た
、
と
言
え
よ
う
。

江
南
の
感
潮
地
域
の
饗
遁
を
考
慮
す
る
と
、
早
期
に
無
潮
地
域
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
杭
州
等
の
南
部
沿
江
海
微
高
地
に
加
え
、

世
紀
以
降
呉
松
江
以
南
の
低
地
の
か
な
り
の
部
分
及
び
以
北
の
一
部
(
呉
豚
等
〉
が
無
潮
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
域
を
中
心
に
土

地
生
産
力
上
昇
の
要
求
が
高
ま
る
に
つ
れ
、
河
泥
施
肥
が
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
三
世
紀
南
宋
の
毛
珂
の
詩
「
果
門
田
家
十
一
詠
」
(
『
雨
宋
名

賢
小
集
』
智
一一一一

O
〉
に
、

竹
田
曾
両
両
爽
河
泥
、
近
郭
清
渠
此
最
肥
。

載
得
満
船
蹄
挿
種
、
勝
如
買
販
嶺
南
蹄
。

-101ー

(

回

〉

と
あ
る
よ
う
に
、
嘗
時
「
郭
」
即
ち
蘇
州
城
の
附
近
の
果
豚
・
長
洲
鯨
の
地
域
で
は
河
泥
を
施
肥
し
て
い
た
。
ま
た
小
説
集
で
あ
る
『
鬼
董
』

各
三
に
は
、
賀
慶
丁
亥
(
一
二
二
七
)
年
の
水
害
で
三
番
目
の
妻
を
失
っ
た
蘇
州
呉
江
蘇
城
以
北
の
地
に
住
む

一
住
民
が
、

冥
界
で
火
攻
め
の

刑
に
苦
し
む
奮
知
の
富
人
銭
氏
と
語
り
合
う
言
葉
を
、

あ
た

民
日
く
、
若
し
然
ら
ば
何
焦
れ
ぞ
火
に
死
さ
ん
。
銭
日
く
、
春
に
方
り
て
固
に
概
ぐ
に
、
必
ず
訟
泥
を
取
り
て
之
れ
に
糞
す
、
一
航
昨
(
た
に

し
・
は
ま
ぐ
り
)
を
殺
す
こ
と
多
け
れ
ば
な
り
。

ハ
臼
)

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
南
宋
嘗
時
、
呉
照
南
部
に
接
す
る
臭
江
牒
北
部
で
河
泥
が
施
肥
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
背
景
と
す
る
説
話
で
あ
ろ
う
。

〈

臼

〉

以
後
江
南
の
河
泥
は
稲
作
等
の
き
わ
め
て
重
要
な
肥
料
と
し
て
一
一
層
盛
ん
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
を
通
じ
て
江
南
の
土
地
生
産
力

(日〉

の
護
展
に
寄
興
す
る
所
と
な

っ
た
。
ま
た
特
に
江
南
低
地
で
は
、
河
泥
施
肥
は
、
木
簡
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
な
客
土
の
数
果
に
よ
っ
て
、

一一

(

防

〉

|
二
世
紀
前
後
の
時
期
の
常
習
的
な
冠
水
と
摂
回
を
特
徴
と
し
た
低
回
の
田
面
を
徐
々
に
高
め
る
上
で
も
、
重
要
な
役
割
を
果
し
た
も
の
と
思
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わ
れ
る
。
河
泥
施
肥
に
よ
る
回
面
の
上
昇
は
、
常
習
的
冠
水
朕
態
と
梶
田
を
解
消
し
て
、
乾
固
化
に
よ
る
二
毛
作
の
貫
現
を
含
む
安
定
し
た
牧

穫
を
確
保
す
る
と
い
う
生
産
の
た
め
の
生
態
依
件
を
土
木
工
何
学
的
に
保
障
す
る
一
意
味
で
、
土
地
生
産
力
の
設
展
に
寄
興
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
肥
培
数
果
と
客
土
放
果
を
も
っ
河
泥
の
施
肥
は
、
感
潮
地
域
、
特
に
潟
潮
地
域
が
内
陸
か
ら
後
退
す
る
に
つ
れ
、
無
潮
地
域
を
中

心
に
次
第
に
貫
施
地
域
を
贋
め
て
行
く
が
、
本
稿
の
劉
象
時
期
に
は
、

そ
の
末
期
に
至
っ
て
漸
く
そ
の
端
緒
が
現
わ
れ
て
き
た
に
過
ぎ
な
い
。

四

お

わ

り

八
l
一
一
一
一
世
紀
江
南
の
潮
に
針
庭
し
て
展
開
し
た
水
利
・
農
業
上
の
課
題
を
、

則
の
一
端
(
園
家
・
地
方
行
政
的
に
組
織
さ
れ
る
か
否
か
)
に
も
若
干
鯛
れ
な
が
ら
論
じ
た
が
、

以
上
に
お
い
て
、

そ
れ
を
捲
っ
た
人
関
連
の
努
働
の
組
織
原

こ
こ
で
は
そ
の
努
働
の
成
果
並
び
に
そ
れ
に
よ
っ

て
部
分
的
に
再
編
成
さ
れ
た
潮
を
め
ぐ
る
自
然
史
に
つ
い
て
、

ま
と
め
て
み
よ
う
。
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蘇
川
か
ら
杭
州
に
至
る
江
南
の
沿
岸
は
、

一
二
世
紀
の
時
貼
で
蘇
川
常
熟
鯨
を
除
き
海
水
に
洗
わ
れ
て
い
た
。
蘇
州
昆
山
鯨

・
秀
州
で
は
、

こ
の
頃
ま
で
多
数
の
入
海
水
路
が
あ
り
盟
潮
が
日
常
的
に
水
路
に
進
入
し
て
い
た
が
、
時
期
を
遡
り
五
世
紀
に
至
る
と
杭
州
方
面
で
も
入
海
水

(

幻

)

路
の
存
在
と
盟
潮
の
進
入
と
を
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
盟
潮
の
進
入
に
封
し
、
本
稿
の
針
象
時
期
の
初
期
よ
り
杭
州
を
中
心
に
防
潮
堰
堤
が

(

臼

)

建
設
さ
れ
、
末
期
に
至

っ
て
秀
州
を
含
む
杭
州
問
岸
の
防
潮
堰
堤
に
よ
る
締
め
切
り
の
方
向
が
明
確
化
し
、
次
に
述
べ
る
長
江
淡
水
域
の
前
進

と
相
侠
っ
て
、
江
南
に
お
け
る
盟
潮
の
日
常
的
進
入
は
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
問
、
長
江
河
口
淡
水
域
の
前
進
に
つ
れ

江
南
北
方
沿
岸
水
域
の
淡
水
化
が
進
み
、
一
二
世
紀
ま
で
に
常
熟
鯨
沿
岸
水
域
が
、

(

臼

)

(
宋
代
ま
で
の
見
山
脈
等
の
領
域
)
の
沿
岸
水
域
が
そ
れ
ぞ
れ
淡
水
化
し
た
。

封
象
時
期
を
越
え
一
六
世
紀
以
降
に
徐
々
に
嘉
定
豚
等

他
方
、

淡
潮

・
潟
潮
は
湖
州
に
至
る
江
南
の
康
大
な
範
園
に
わ
た

っ
て
進
入
し
、
低
地
を
含
む
潮
汐
擢
甑
の
盛
行
を
可
能
に
す
る
と
と
も
に
、
低
地
を
含
む
防
砂
堰
・
問
の
一
定
の
展
開
及
び
水
路
開
溶
の
活
、設

な
展
開
を
除
儀
な
く
さ
せ
た
。

特
に
重
要
な
一
意
義
を
有
す
る
の
は
水
路
開
溶
の
事
業
で
あ
り
、

水
利
・

農
業
上
江
南
を
特
徴
主
つ
け
る
水
路
網

(
ク
リ
ー
ク
網
)
の
景
翻
が
濁
潮
地
域
を
含
め
て
今
日
に
俸
存
さ
れ
て
き
た
の
は
、
不
十
分
と
は
言
え
多
数
貫
施
さ
れ
た
水
路
開
溶
事
業
の
成
果



に
他
な
ら
な
い
。
潮
汐
濯
瓶
も
ま
た
こ
れ
に
依
存
し
て
、
始
め
て
存
績
が
可
能
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は
論
じ
な
か
っ
た
が
、
低
地
開
設
の
翻
黙

〈

伺

〉

か
ら
言
え
ば
、
濁
潮
の
湖
沼
・
水
路
へ
の
泥
砂
堆
積
は
干
拓
の
有
利
な
篠
件
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
が
本
稿
の
針
象
時
期
に
閲
す
る
江
南
の
潮
の
自
然
史
と
そ
れ
に
割
腹
し
た
人
関
連
の
第
働
成
果
の
概
要
で
あ
る
。
こ
の
過
程
で
防
潮
堰

堤
建
設
と
水
路
開
溶
が

一
定
程
度
進
ん
だ
こ
と
等
は
、

盟
水
の
準
入
を
一
段
と
緩
和
し
水
路
網
を
あ
る
程
度
維
持
し
た
と
い
う
一
意
味
で
、
江
南
の
ク
リ
ー
ク
濯
概
農
業
の
前
提
保
件
が
全
域
的
に
形
成

(

臼

)

さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
聞
の
低
地
で
は
園
田
の
造
成
が
劃
期
的
に
進
展
し
、
こ
の
貼
を
含
む
水
利
・
農
業
上
の
こ
の
時
期
の
達
成

は
、
江
南
開
震
史
の
第
三
段
階
の
基
礎
的
保
件
と
な
っ
た
。
私
見
で
は
、

一
四
世
紀
以
降
の
こ
の
第
三
段
階
は
、
最
大
河
川
と
し
て
婁
江
、
次

い
で
黄
浦
江
が
登
場
す
る
の
に
伴
い
、
感
潮
地
域
が
内
陸
か
ら
大
幅
に
後
退
し
無
潮
地
域
が
一
段
と
抜
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
劃
さ
れ
る
。
並

行
し
て
防
潮
堤
の
建
設
が
杭
州
以
北
に
お
い
て
も
飛
躍
的
に
進
み
、
特
に
呉
抱
口
以
南
の
海
岸
の
完
全
一
な
締
め
切
り
が
完
了
す
る
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。
瞳
水
の
進
入
の
ほ
と
ん
ど
な
い
安
定
し
た
淡
水
の
内
陸
領
域
で
は
、
無
潮
地
域
を
中
心
に
、
河
泥
施
肥
に
よ
る
農
田
の
改
良
と
齢
塞

の
少
い
水
路
の
安
定
化
が
康
範
に
寅
現
し
、
江
南
農
業
が
典
型
的
に
成
熟
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
本
稿
の
封
象
時
期
に
お
け
る
河
泥
施
肥
等
の

出
現
は
、
そ
の
出
設
貼
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

新
石
器
時
代
以
来
の
江
南
開
設
史
の
第
二
段
階
(
一
節
参
照
)
の
最
終
局
面
に
お
い
て
、

721 

註(
1
〉
本
稿
論
述
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
江
南
卒
原
の
地
文
・
水
文
・
潮

・

感
潮
地
域
に
つ
い
て
は
、
北
田
英
人
「
中
園
、江
南
三
角
州
に
お
け
る
感

潮
地
域
の
嬰
遜
」

(
『
東
洋
製
報
』
六
一
ニ
|
三
・
四
、
一
九
八
二
年
)

参
照
。

(

2

)

謬
啓
倫
「
奥
越
銭
氏
在
太
湖
地
区
的
好
田
制
度
和
水
利
系
統
」
(
『
由
民

史
研
究
集
刊
』
二
、
一
九
六
O
年
)

一
四
四
頁
註
二
参
照
。

(
3
〉

一
七
世
紀
明
末
の
徐
光
啓

「欽
奉
明
旨
篠
登
屯
田
疏
」

ハ『徐
光
啓

-103一

集
』
各
五
)
・
用
水
之
流
を
参
照
。

(
4
〉
上
流
部
の
例
は
、
九
世
紀
唐
末
の
李
部
の
詩
「
和
湖
州
社
員
外
冬
至

目
白
頻
洲
見
憶
」
(
影
定
求
等
編
『
全
唐
詩
』
巻
五
九
O
)
に
「
千
峰

雲
消
渓
影
様
、
抽
出
家
梅
綻
海
波
清
」
と
あ
る
湖
州
城
附
近
の
清
潮
。
中

下
流
部
の
例
は
、
時
代
が
異
な
る
が
、
一
八
世
紀
清
中
期
の
乾
隆
『
育

浦
豚
志
』
巻
四

・
水
利
上
に

「育
界
之
潮
、
幸
猶
未
濁
、
日
久
則
海
水

必
到
」
と
あ
る
松
江
府
背
浦
豚
(
唐
宋
代
の
秀
州
肇
亭
豚
域
〉
の
清
潮
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で
あ
る
。

(

5

)

現
在
の
所
私
は
、
第

一
段
階
は
新
石
器
時
代
以
降
、
後
二
世
紀
前
後

ま
で
、
第
二
段
階
は
そ
れ
以
降
一

一二
世
紀
ま
で
、
第
三
段
階
は
一
回
世

紀
以
降
今
日
ま
で
の
期
間
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
詳
細
と
根
践

に
つ
い
て
は
別
の
機
曾
に
述
べ
た
い
。

(
6
〉
演
由
削
教
俊

『
明
代
江
南
農
村
枇
舎
の
研
究
』

(
東
京
大
接
出
版
曾
、

一
九
八
二
年
)
一

O
頁
参
照
。

(

7

)

本
稿
で
は
「
防
潮
堰
堤
」
の
語
を
防
潮
用
水
利
施
設
の
総
務
と
し
て

用
い
る
が
、
防
潮
用
施
設
と
し
て
は
本
文
後
述
の

よ
う
に
沿
岸
の
陸

上

・
水
路
に
設
け
る
堤
、
水
路
に
設
け
る
堰
が
一
般
的
で
あ
る
他
、
水

門
を
も
っ
問
も
水
路
で
用
い
ら
れ
る
。
防
潮
堰
堤
の
四
機
能
、
即
ち
防

潮
及
び
こ
れ
に
附
随
す
る
防
邸

・
防
砂

・
防
食
の
諸
機
能
は
防
潮
堤

〈
史
料
上
の
通
栴
「
海
塘
」
〉
に
お
い
て
最
も
よ
く
賀
現
さ
れ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
本
田
治
「
唐
宋
時
代
・
一
問
所
准
南
の
海
岸
線
に
つ
い

て
」
(
布
目
糊
楓
編

『
唐

・
宋
時
代
の
行
政

・
経
済
地
聞
の
作
製
研
究

成
果
報
告
書
』
、

一
九
八
一
年
〉
参
照
。
主
と
し
て
防
臨

・
防
砂
の
機

能
が
期
待
さ
れ
る
防
潮
堰

・
附
に
つ
い
て
は
、
長
瀬
守
『
宋
元
水
利
史

研
究
』

(図
書
刊
行
合
、

一
九
八
三
年
。
原
被
誌
省
略
、
以
下
問
じ
〉

一一

一

二
頁
、
五
七
一

|
六
頁
、
西
岡
弘
晃

「
宋
代
江
南
に
お
け
る

水
利
開
設
の
一
考
察

輩

一一苧
脈
東
郷
を
中
心
と
し
て
」
(
中
園
水
利

史
研
究
曾
編
『
佐
藤
博
士
退
官
記
念
中
国
水
利
史
論
叢
』

〔
図
書
刊
行

合
、
一
九
八
四
年
〕
)
一
九
九

i
二
O
二
頁
参
照
。

(8〉

穆
註
(

2

)

論
文
一

五
三
頁
、
諮
其
・限
「
上
海
市
大
陸
部
分
的
海
限
緩

遷
和
開
設
過
程
」
(
『
考
古
』
一
九
七
三
|
一
〉
五

・
一
O
頁
、
寅
宣

傾

・
呉
血
貝
芳

・
楊
嘉
結

「
従
考
古
都
民
現
談
上
海
成
立
年
代
及
港
日
夜

展
」
(
『
文
物
』

一
九
七
六
|
一
一
〉
四
七
|
九
頁
、
陳
家
麟

「
長
江

口
南
岸
岸
線
的
鎚
遜
」
(『
復
旦
摩
報
』
杜
舎
科
間
帯
版

・
増
刊
鋭
、
一
九

八
O
年
)
六
四
頁
、
木
田
註
(
7〉
論
文
一

O
四
l
六
頁
、
張
修
桂
「
金

山
術
及
其
附
近
一
州
市
海
岸
線
的
獲
遜
」

(
『
歴
史
地
理
』
三
、
一
九
八

三
年
〉
四

O
頁
参
照
(
-
語

・
黄
等

・
陳
論
文
に
つ

い
て
は
北
田
英
人

「
江
南
三
角
州
の
形
成
過
程
に
関
す
る
中
園
の
近
年
の
諸
研
究
」
〔
『
北

大
史
間
学
』

二
四
、
一
九
八
四
年
〕
四
六

l
八
頁
で
紹
介
し
た
)
。

(

9

)

謬
註
(

2

)

論
文
、
長
瀬
註
(

7

)

書、

西
岡
註
(

7

)

論
文
参
照
。

(
叩
〉
た
だ
し
修
論
文
を
始
め
中
園
の
抽
出
つ
か
の
研
究
は
、
多
く
が
俸
承
と

し
て
後
代
に
俸
わ
る
奥
越
王
朝
の
水
利
事
業
を
そ
の
ま
ま
事
質
と
み
な

す
傾
向
が
あ
る
が
、
そ
の
水
利
事
業
に

つ
い
て
は
、
そ
の
特
異
性
と
重

要
性
を
認
め
る
が
故
に
今
後
更
に
検
討
す
る
徐
地
が
あ
る
よ
う
に
思

之ソ。

(日〉

長
瀬
註
(
7
〉書
五
七
四

i
五
頁
参
照
。

(ロ〉

長
瀬
註
(

7

)

書
五
八
一
六
頁
参
照
。
た
だ
し
長
淑
も
留
保
す
る
よ

う
に
、
一
一
一

六
(
政
和
六
)
年
一

O
月
六
日
の
越
森
の
「
相
度
」
(『宋

禽
要
輯
稿
』
食
貨
七
)
中
の

「置
悶
」
方
針
は
完
途
さ
れ
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
ま
た

一
一
一
九

二
O
(宣
和

一
1

一
一
)
年
の
越
震
の
事
業

(
『
呉
郡
志
』
各

一
九
〉
中
、
常
熟
師
柄
小
山
浦
に
設
置
さ
れ
た
二
軒
門

は
、
そ
の
位
置
等
か
ら
し
て
防
潮
用
で
な
い
。

(
日
)
南
宋
末
の
北
京
民
「
代
卒
江
府
回
裕
資
潟
相
公
催
池
水
害
」
(
『
慈
渓

策
氏
日
抄
分
類
』
各
八
四
〉
の
「
政
和
六
年
御
筆
修
一
件
江
諸
浦
三
十
六

問
、
・
・
:
今
浦
間
蓋
駿
。

尤
甚
前
日
。
而
海
沙
墾
瀕
又
前
日
之
所
無
」

と
い
う
記
録
に
よ
る
と
、
掛
田
時
蘇
州
沿
江
海
微
高
地
に
は
官
治
の
堰

・

閉
は
な
か
っ
た
。

-104ー
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(

H

)

華
亭
東
南
並
鉦
海
。
自
柘
湖
陵
塞
、
置
間
十
八
所
、
以
禦
戯
潮
往

来
。
政
和
中
提
摩
常
卒
官
、
輿
筒
水
利
、
欲
潤
亭
林
湖
居
岡
田
、
壷
決
隠

堰
、
以
池
湖
水
。
:
:
:
雌
決
去
諸
堰
、
湖
水
不
可
泊
、
蹴
水
寛
入
篤

害
。
於
是
東
南
凹
郷
笹
川
斥
歯
之
地
、
民
流
従
他
都
。
中
間
州
脈
、
雄
知

其
害
、
復
故
隠
堰
、
濁
留
新
淫
塘
、
以
通
関
連
。
海
潮
朝
夕
衝
突
、
塘

口
至
閥
三
十
徐
丈
。
餓
水
延
入
蘇
湖
境
上
。
乾
道
七
年
;
:
:
時
太
待
郎

公
密
除
秀
州
。
:
:
:
議
、
以
新
淫
塘
潮
勢
消
念
、

運
港
距
新
淫
二
十

里
、
水
勢
紺
綬
、
不
若
移
堰
入
運
港
am使
。
:
:
:
堰
成
、
併
築
堰
外
港

十
六
所
。
港
之
雨
努
塘
岸
四
十
七
里
百
八
十
五
丈
有
奇
。

(
日
)
原
文
は
「
悶
」
。
柘
湖
下
流
一
八
水
路
の
最
古
の
記
録
『
宋
史
』
巻

九
七

・
秀
州
水
の
紹
興
(
宋
史
は
乾
道
に
編
年
。
中
華
書
局
本
二
十
四

史
の
校
訂
に
従
う
)
一
一
一
一
(
一
一
四
三
〉
年
の
張
叔
献
の
言
「
柘
湖
十

有
八
港
、
・
:
:
古
来
築
堰
、
以
禦
戯
潮
。
元
跡
中
於
新
渡
塘
置
服
。
後

因
沙
淡
駿
段
。
今
除
十
五
庭
築
堰
及
置
石
時
外
、
濁
有
新
摘
出
塘

・
招
賢

港
・
徐
浦
塘
三
慮
、
見
有
餓
潮
奔
街
、
検
塞
民
田
」
に
よ
り

「
寝
」
に

改
め
た
。

ハ
日
山
)
原
文
は
「
政
和
中
」
(
一
一
一
一
1

七
年
〉
と
す
る
が
、
亭
林
湖
干

拓
と
柘
湖

一
八
堰
撤
去
は
一

一
一
九

(
宣
和
一
〉
年
、
な
い
し
お
そ
ら

く

一
一
二

O
(宣
和
一
一
)
年
で
あ
ろ
う
(
『
呉
郡
士
山
』
各

一
九
の
越
森

の
「
顧
亭
測
」
の
干
拓
の
一
節
参
照
〉
。

(
げ
)
盛
害
愛
生
の
年
次
は
、
一
八
堰
が
撤
去
さ
れ
た
一
一
二

O
年
(
註

(
日
〉
〉
以
降
、
一
五
堰
・

確
が
復
興
し
て
い
る
一
一
四
三
年
(
註
(
日
)
の

張
叔
献
の
言
参
照
〉
以
前
に
限
定
で
き
る
。
張
淫
堰
の
破
酬
明
及
び
南
部

四
郷
の
名
稽
は
、
楼
鏑

「南
四
郷
記
」
(
『雲
関
士
山
』
綴
入
)
参
照
。

(
叩
四
)
新
淫
婿
口
の
鼠
落
に
伴
う
堕
水
の
異
常
な
進
出
の
年
次
は
、
『
宋
舎

要
輯
稿
』
食
貨
六
三

・
錫
放
・
乾
道
八
年
正
月
二
十
二
日
の
知
秀
州
丘

宮
の
襲
警
に
劃
す
る
苗
米
・
税
絹
の
納
入
克
除
申
請
に
よ
り
判
断
し

た
。
申
請
額
は
苗
米
に
つ
い
て
見
る
と
二
九
二
一

O
石
で
、
南
部
四
郷

の
苗
米
全
額

(
繊
鍋
「
南
四
郷
記
」

〔『雲
間
士
山
』
績
入
〕
参
照
〉
に

相
嘗
す
る
。

(
川
口
〉
原
文
は
「
郎
宮
」
だ
が
、
「
丘
答
」
が
正
し
い
(
『
宋
史
』
各
三
九

八
・
丘
宮
他
参
照
)
。

(
初
)
張
註
(
8
〉
論
文
参
照
。

(
幻
)
こ
れ
は
、
後
出
の
劉
允
文
「
大
唐
蘇
州
新
聞
常
熟
塘
碑
銘
弁
序
」
に

記
す
常
熱
塘
長
で
あ
る
(
註
(
似
〉
参
照
)
。
な
お
宋
代
に
は
常
熟
塘
長

は一

O
五
里
と
記
録
さ
れ
る
(
越
森
「
相
度
之
読
」
〔
『
呉
郡
志
』
俳
句

一
九
〕
麻
酔
照
〉
。

(
泣
)
光
絡
『
川
沙
勝
士
心
』
各
三

・
海

・
裸
海
塘
の
案
語
所
引
に
よ
る
。

(
幻
)
『
雲
閲
志
』
谷
中
、
知
豚
題
名
参
照
。

(川
A

)

奥
及
の
治
績
を
稽
揚
す
る
朱
之
純
「
思
奥
堂
詩
序
」

(
『
雲
関
士
山
』

単位
下
)
に
よ
る
と
、
彼
は
赴
任
の
年
に
祈
祷
に
よ
り
皐
盤
の
害
を
菟
れ

墜
年
を
得
さ
し
め
、
次
い
で
水
路
開
溶
等
の
大
規
模
水
利
事
業
(
『
呉

郡
志
』
巻
一

九
・

郊
盟
「
治
田
利
害
」
三
参
照
〉
に
よ
り
水
害
を
菟
れ

稔
り
を
得
さ
し
め
て
い
る
。
こ

の
事
績
か
ら
防
潮
堤
建
設
は
、
競
合
す

る
事
績
の
な
い
一

O
五
三
|
四
〈
皇
結
五
|
至
和
一
〉
年
に
、
完
成
は

五
四
年
に
比
定
で
き
る
。

(
お
)
奥
及
の
防
潮
堤
は
嘗
時
の
海
岸
線
か
ら
削
判
断
し
て
、
弘
治
『
上
海

志
』
に
停
承
の
見
え
る
「
下
砂
揮
海
摘
」
に
比
定
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
(
北
田
註
(

8

)

論
文
四
六
|
八
頁
参
照
)
。

〈M
m

)

『雲
閲
志
』
巻
中

・
洞
廟
・
金
山
忠
烈
昭
理
朗
参
照
。
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(
幻
〉
魯
賂
龍
『
閑
窓
括
異
士
山
』
参
照
。

(
お
〉
『
雲
間
士
山
』
谷
中

・
水

・
三
柳
参
照
。

(
叩
臼
〉
『
奥
興
士
山
』
径
五
、
郊
研
一
「
治
田
利
害
」
(
『
奥
郡
志
』
谷
一
九
)

五
に
も
悲
亭
係
の
例
を
含
む
秀
州
の
入
海
水
絡
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(狗〉

魯
際
総
『
閑
窓
括
異
士
心
』
及
び
越
孟
堅

「
海
閥
脈
苛
一築
海
摘
記
」

(
『
品
併
清
文
編
』
各
=
一
)
参
照
。

(
汎
)
本
田
治

「
宋

・
元
時
代
湖
東
の
海
糖
に
つ

い
て
」
(
『中
閤
水
利
史

研
究
』
九
、
一
九
七
九
年
)
参
照
。

(沼〉

衰
繁

「武
功
大
夫
閤
門
宣
賛
舎
人

・・

鴻
公
行
欣
」

(『割前
賢
集
』

径

一
五
)
参
照
。

(
お
〉
木
内
信
磁
「
東
ア
ジ
ア
の
地
理
」
(
貿
易
研
修
セ

ン
タ
ー
編
『
東
ア

ジ
ア
』
地
域
研
究
講
座

・
現
代
の
世
界
3
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
社
、

一
九

七
O
年
〉
八
O
|

一
一良。

(
担
)
西
岡
弘
問
先

「宋
代
蘇
州
に
お
け
る
澗
府
管
理
と
閤
回
構
築
」
(
中
園

水
利
史
研
究
命
綱
『
佐
藤
博
士
一
還
暦
記
念
中
図
水
利
史
論
集
』
〔
図
書
刊

行
合
、
一
九
八
一
年
〕
)
参
照
。
た
だ
し
そ
の
年
表
は
水
路
開
溶
を
含
む

水
利
事
業

一
般
に
つ
い
て
作
成
さ
れ
、
ま
た
後
代
史
料
に
よ
る
部
分
等

に
は
繋
年
の
誤
り
が
あ
る
。
そ
の
他
岡
崎
文
夫

・
池
田
静
夫
『
江
南
文

化
開
設
史
』
(
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
O
年
)
一
O
四
、
二
ハ
O
頁
等

(
池
田
執
筆
部
分
)
で
も
、
濁
潮
と
そ
の
か
、基
作
用
に
言
及
す
る
が
、

潮
の
淡
塞
作
用
の
か
な
り
の
普
過
性
へ
の
理
解
は

十
分
と
は
言
え
な

B
U
 

(
お
)
中
図
沿
岸
の
歴
史
上
の
潮
汐
泌
統
に
つ

い
て
は
、
庚
東
珠
江
三
角
洲

に
関
す
る
西
川
喜
久
子
「
清
代
珠
江
下
流
域
の
沙
問
に
つ
い
て
」
(
『東

洋
摩
報
』

六一
二
|
一

・
二
、
一
九
八

一
年〉

一
O
六
頁
、
杭
州
間
以
南

に
関
す
る
本
田
治
「
宋
元
時
代
の
沼
海
回
開
設
に
つ
い
て
」

(
『
東
洋

史
研
究
』
四

0
1四
、
一
九
八
二
年
)
参
照
。
特
に
後
者
は
有
余
で
あ

る。

(
お
)
宋

・
元
代
の
河
泥
施
肥
事
例
を
紹
介
す
る
の
は
、
周
藤
吉
之
「
南
宋

稲
作
の
地
域
性
」

(
『
宋
代
経
済
史
研
究
』
東
京
大
祭
出
版
舎
、

一
九

六
二
年
)

九

五

六
頁
。
河
泥
施
肥
に
伴
う
田
商
の

上
昇
現
象
に
つ

い
て
は
、
『
経
済
問
学
大
事
典
』
(
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八
O
年

二
版
)
一

九
九
頁
(
田
中
正
俊
執
筆
)
、
渡
部
忠
世
・
桜
井
由
射
雄
編

『
中
園
江
南
の
稲
作
文
化
』

(
日
本
放
迭
出
版
協
舎
、

一
九
八
四
年
)

二
二
O
頁
の
撹
島
敦
俊
の
設
言
、
三
好
正
喜

「
中
園
に
お
け
る
小
経
営

生
産
様
式
展
開
の
生
産
力
的
基
礎
の
理
解
を
め
ぐ
っ

て
|
中
園
史
研
究

舎
編
『
中
園
史
像
の
再
構
成
』
を
読
ん
で

l
」
(
『
新
し
い
歴
史
皐
の
た

め
に
』
一
七
七
、

一
九
八
五
)
二
五
頁
参
照
。
河
泥
施
肥
が
炭
田
に
及

ぼ
す
土
木
工
皐
的
改
良
放
楽
に
つ
い
て
は
、
日
木
に
闘
す
る
事
例
研
究

で
あ
る
が
、
野
間
附
雄
「
低
潟
地
に
お
け
る
生
態
シ
ス
テ

ム
と
稲
作
農

業

蒲

原

卒
野
を
事
例
と
し
て
|
」
(
『
人
文
地
理
』

一一一一

l
三
、
一

九
七
九
年
〉
九

一
頁
が
明
断
な
位
置
つ
け
を
し
て
い
る
。

(
幻
)
沈
徳
潜

「宴
江
水
利
考
」
(
資
長
齢
編
『
皇
朝
経
世
文
編
』
径

一一

一一
一
〉
所
引
。

(
お
〉
『
玉
峯
縦
志
』

山
川
・

新
洋
江
等
参
照
。

(
羽
〉
蘇
紙
「
準
単
鍔
奥
中
水
利
害
状
」

(
『
蘇
紙
文
集
』
径
一
一
一
一
一
)

海
水
日
雨
湖
、
潮
濁
而
江
情
。
湖
水
常
欲
淡
塞
江
路
、
而
江
水
清

欧
、
随
帆
撤
去
。

(
川
叫
〉
蘇
紙

「
録
進
出
単
鍔
奥
中
水
利
害
」

(『
蘇
紙
文
集
』
径
一二
二
)
に
お

い
て
、
車
鍔
は
央
総
江
最
上
流
に
蛍
る
蘇
州
奥
江
蘇
の
「
江
山
芹
」
、
即
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ち
大
運
河
の
堤
防
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

叉
観
岸
東
江
尾
、
輿
海
相
接
之
慮
、
浮
澱
、
安
藤
叢
生
、
沙
泥
滋

塞
。
而
叉
江
山
岸
之
東
、
自
築
岸
以
来
、
沙
渡
成

一
村
。
:
:
:
呉
江
豚

由
是
放
檎
沓
賦
不
少
。

こ
の
「
沙
泥
」
が
濁
潮
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
後
文
で
「
遇
東

風
、
海
潮
倒
注
、
則
泥
沙
随
流
直
上
、
・
・
・
凡
臨
江
湖
海
諸
港
浦
、
勢

皆
如
此」

と
明
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。

〈H
U
)

「
都
水
庸
回
使
集
江
湖
水
利
」
(
挑
文
瀕

『
市
川
西
水
利
書
』
各
中
)

諸
湖
惟
澱
山
湖
奥
津
潮
相
接
最
近
。
若
上
源
所
注
不
念
、
則
潮
沙
注

湖
漸
成
後
澱
。

:
:
:
富
家
由
絞
澱
而
園
褒
成
因
。
由
是
、
湖
水
輿
諸

浦
漸
遠
、
而
所
池
盆
微
。

(日
制
)
濁
潮
と
そ
の
談
塞
作
用
に
つ
い
て
は
、
陳
士
口
徐
「
長
江
三
角
洲
江
口

段
的
地
形
渡
育
」

(
『
地
理
回
目
ず
報
』

一一
一一一

l
一二、

一
九
五
七
年
)
二
四

五
頁
参
照
。
な
お
濁
潮
の
湖
沼
・
水
路
へ
の
泥
沙
の
堆
積
の
意
義
に
つ

い
て
は
四
節
参
照
。

(
必
)
註
(
刊
日
〉
等
は
そ
の

一
端
を
示
す
。

(
M
H

〉
劉
允
文
の
一
文
は
次
の
、
通
り
で
あ
る
。

按
岡
経
云
、
南
北
之
道
、
白
域
而
進
、
百
有
徐
里
。
芳
引
湖
水
、
下

通
江
湖
、
支
連
脈
分
、
近
委
退
職
、

:・

・
貸
由
瀧
滋
之
利
。
・
:
泊

貞
元
以
来
、
時
廓
大
田
平
、
訴
是
填
談
。
:
:
:
郡
守
隠
西
李
素
、
.

日
在
穿
導
之
透
。
:
:
:
銘
目
、
・
・
陥
商
世
間
日
愛
盤
、
経
句
洞
関
、

湖
水
南
進
、
江
源
北
来
。

な
お
文
中
の
「
百
有
徐
皇
」
は
、
蘇
州
城
と
常
熱
豚
城
を
結
ぶ
常
曲
川
塘

長
で
あ
る
。
右
史
料
以
外
に
洪
武
『
蘇
州
府
士
山
』
径
一
八

・
李
素
参
照
。

(
必
〉
越
一
森
の
関
溶
に
つ
い
て
は
、

『
奥
郡
志
』
倉
一

九
の
越
森
の
項
参

照
。
明
代
に
つ
い
て
は
、
演
島
註
(

6

)

書
表
1
参
照
。

(
必
〉
嘉
泰
『
奥
輿
士
山
』
巻

一
九
・
窮
・
荻
塘
参
照
。
な
お
荻
塘
は
湖
州
城

か
ら
蘇
州
呉
江
豚
の
卒
嬰
に
至
る
水
路
で
あ
る
。

(
門
出
〉
農
民
が
土
地
を
関
掘
し
て
淫
・
浜
等
の
比
較
的
小
規
模
な
水
路
を
造

る
こ
と
は
一

般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
(
邦
軍
「
今
蛍
去
六
失
行
六
得
」

〔
『
呉
郡
志
』
巻
一
九
〕
二
多
照
)
の
で
、
そ
の
保
全
の
た
め
淡
塞
に

射
す
る
主
導
的
な
開
溶
も
行
わ
れ
た
に
違
い
な
い
が
、
そ
れ
に
関
す
る

史
料
は
少
い
。
沼
成
大
の
詩
「
検
校
石
湖
新
田
」
〈
『
石
湖
居
士
詩
集
』

各一
二
三
)
は
そ
の
確
質
な
例
で
あ
り
、
『
琴
川
士
山
』
各
一

0
・
家
墓

・

陸
丞
相
墓
の
記
録
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
例
で
あ
る
。

(
川
崎
〉
高
田
之
潜
浦
皆
塞、

而
使
数
百
里
沃
街
潮
回
、
愛
鴛
荒
蕪
不
毛
之

地
。
深
可
痛
惜
。

な
お

「潮
田
」
が
潮
汐
濯
統
田
で
あ
る
こ
と
は
、
本
国
註
(
お
)
論
文
四

四
頁
及
び
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
僻
山
内
』
の

「潮
田
」
の
語
務
参
照
。
従

来
右
に
引
い
た

一
節
は
堕
害
に
よ
る
吉
岡
田
の
不
毛
化
を
示
す
も
の
と
解

さ
れ
て
き
た
(
岡
崎

・
池
田
註
(
担
)
喬
二
六
七
頁
〔
池
田
執
筆
〕
、
長

瀬
註
(
7
〉
書

一
一
一

頁
)
が
、
そ
れ
は
正
し
く
な
い
。

(
川
相
〉
潮
は
最
初
に
濁
潮
と
し
て
内
陸
に
進
入
し
、
そ
の
末
端
部
で
清
瀬
と

な
る
の
で
、
清
湖
地
域
の
潮
汐
漉
慨
に
つ
い
て
も
事
情
は
同

一
で
あ

る。

(
印
〉
蘇
州
府
に
つ
い
て
は
、
顧
土
斑
「
婁
江
志

・
新
劉
河
志
」

(
民
国

『
太
倉
州
士
山
』
巻
六
〉
、
康
照
『
嘉
定
豚
士
山
』
各
六

・
雑
論
、
松
江
府

に
つ
い
て
は
、
光
緒
『
南
経
鯨
士
山
』
巻
二・

資
浦
、
光
緒
『
金
山
豚

志
』
各
一
七

・
風
俗
を
参
照
。

(
引
む
こ
の
現
象
は
、

二
O
世
紀
前
牟
の
江
南
に
つ
い
て
小
宮
義
孝
が
、
太
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湖
系
統
の
水
は
清
澄
で
水
中
に
水
藻

・
水
草
が
繁
茂
し
、
長
江
・
葵
浦

江
・
蘇
州
河
(
呉
川
地
江
〉
に
連
な
る
水
路
の
水
は
潟
り
「
う
き
く
さ
」

は
あ
っ
て
も
水
藻
・
水
草
が
な
い
、
と
述
べ
た
翻
察
(
『
城
壁
1

中
園

風
物
誌
』
〔
岩
波
新
書
、
岩
波
書
居
、
一
九
四
九
年
原
刊
、
一
九
八

四
年
復
刊
〕
四
三
四
頁
)
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
だ
ろ
う
。
長
江
等

に
連
な
る
水
路
の
水
の
混
消
は
本
文
前
出
の
『
松
江
府
縦
士
山
』
や
「
大

輿
水
利
申
」
等
に
よ
り
明
白
な
よ
う
に
濁
潮
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る

の
で
、
小
宮
の
観
察
は
、
淘
潮
地
域
で
は
水
藻
等
の
水
中
植
生
が
貧
弱

で
、
他
方
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
水
藻
等
の
水
中
櫛
生
が
盟
富
で
あ
る

と
号
一
口
い
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
河
泥
の
肥
料
成
分
の
衆
源
は
、
水
路

へ
流
出
し
た
地
表
の
表
土
(
落
葉
等
を
含
む
〉
と
水
中
植
物
の
遺
位
等

で
あ
る
(
北
京
農
業
大
間
学
絹
潟
組
『
肥
料
手
加
』
〔
農
業
出
版
社
、
一

九
七
九
年
〕
六
八
頁
参
照
〉
の
で
、

こ
の
江
南
の
水
中
植
生
の
二
区
分

に
基
づ
い
て
、
有
数
河
泥
は
水
中
植
生
の
盟
富
な
地
域
に
特
有
な
産
物

と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
以
上
は
作
業
仮
設
で
あ
る
)
。
換
言
す
る

と
有
数
河
泥
は
、
濁
湖
地
域
に
は
生
成
せ
ず
、
清
潮
・
無
潮
地
域
に
固

有
に
生
成
す
る
の
で
あ
る
。

(
臼
)
周
藤
註
(
お
)
論
文
参
照
。

(
臼
)
蛍
時
の
央
・
長
洲

・
奥
江
の
諸
脈
は
一
定
部
分
が
感
潮
地
域
に
廊
し

て
い
た
が
、
そ
の
場
合
で
も
清
潮
地
域
で
あ
れ
ば
河
泥
の
採
取

・
施
肥

は
可
能
で
あ
る
。

(
臼
)
天
野
元
之
助
「
糞
肥
考
」
(
「
東
光
』
七
、

参
照
。

(
日
〉
斯
波
義
信
『
宋
代
江
南
経
済
史
の
研
究
』

726 

一
九
四
九
年
)

(
東
京
大
早
出
版
舎
、 五

五
頁

九
八
八
年
)
一
五
九
|
六
一
一
良
参
照
。
な
お
斯
波
の
主
た
る
封
象
で
あ

る
宋
代
の
み
な
ら
ず
、
明
清
代
に
至
る
土
地
生
産
力
の
設
展
を
展
望
す

る
に
は
、
絡
に
加
え
、

二
毛
作
の
普
及
に
件
い
そ
の
一
袋
作
物
を
も
考
慮

す
る
必
要
が
出
て
く
る
(
北
田
英
人
『
宋
元
明
清
期
中
園
江
南
三
角
洲

の
幾
業
の
進
化
と
民
村
手
工
業
の
設
展
に
関
す
る
研
究
、
研
究
成
果
報

告
書
』
〔
一

九
八
八
年
〕
四
八

l
九
頁
参
照
)
。

(
日
〉
こ
れ
に
閲
し
て
は
、
大
津
正
昭
・
宮
津
知
之

・
足
立
啓
二
の
研
究
が

先
駆
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
含
め
、
北
田
註
(
日
)
報
告
書
四
|
一
一

頁
参
照
。

(
町
出
)
『
南
費
害
』
径
一
九
・
五
行
士
山

・
永
明
九
年
参
照
。

(
回
)
木
回
註
(
7
〉
論
文

一
O
一ーー一
ニ頁。

(
回
)
常
熱
豚
に
つ
い
て
は
一
節
参
照
。
嘉
定
豚
に
つ
い
て
は
、
寓
暦
『
嘉

定
限
士
山
』
各
六

・
耐
脱
課
・
清
浦
場
の
記
録
参
照
。

(
伺
)
濁
潮
の
去
来
す
る
荻
塘
附
近
(
三
節
一
項
参
照
)
が
九
世
紀
ま
で
に

農
地
と
な
っ
た
こ
と
は
、
張
光
朝
「
荻
塘
西
妊
贈
房
元
垂
」

(
『
全
唐

詩
』
俳
句
五

O
五
〉
参
照
。
同
様
に
呉
江
豚
域
に
つ
い
て
は
註
(

ω

)

、
澱

山
湖
に
つ
い
て
は
註
(

4

)

を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

(
m
m
)

周
藤
吉
之
「
宋
代
湖
西
地
方
の
園
田
の
設
展
|
土
地
所
有
制
と
の
闘

係
」
(
『
宋
代
史
研
究
』
東
洋
文
庫
、
一
九
六
九
年
〉
参
照
。

〔
附
記
〕
木
稿
は
中
園
水
利
史
研
究
舎
一
九
八
六
年
度
大
舎
報
告
「
八
|
十

三
世
紀
江
南
の
潮
汐
と
水
利

・
農
業
」
に
基
づ
い
て
い
る
。

ま
た
、
木
稿
は
一
九
八
六
七
年
度
科
皐
研
究
費
(
一
般
研
究
C
)

「宋
元
明
清
期
中
園
江
南
三
角
洲
の
設
業
の
進
化
と
農
村
手
工
業
の
設

展
に
関
す
る
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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TIDES,IRRIGATION, AND AGRICULTURE IN JIANGNAN FROM

　　　　

THE EIGHTH TILL THE THIRTEENTH CENTURY

Kit AD A Hideto

　　

Due to the flatnessof the Jiangnan moor, the ebb and 且ｏｗof strong

saltwater tidesfrom the coastalregion,influenced waterways and channels

deep into inland areas. This paper discusses the effects of the salttides

of the Wusongjiang, the largest river of the Jiangnan area, on irrigation

and farming, during the time when they reached the Taihu.

　　

Since salttides entered the coastal regions, defensive embankments

were constructed around the area of Hangzhou to protect the agricultural

industry from the effectsof salt water. Nevertheless, as late as the twelfth

century salt water tides entering through waterways and channels did

extensive damage to the agriculturalindustry in χiuzhou. In controlling

the ｅχtentof that damage, dams and embankments played ａ major role.

From the fourteenth century on, the entire coastalarea around Hangzhou

and Xiuzhou which faced the sea south ofχVusongjiang, were completely

isolated from coastal areas by means of dams and embankments.

　　

The tides carried large quantities of earth and soil which tended to

block up waterways　and　channels. While　the　dredging　of　clogged

waterways to protect the agriculturalindustry from flooding and drought

damage became important undertakings, ａｎｄ且ourishedto an ｅχtent,still

the problem of blockage was never fully eliminated.

　　

Apart from maritime areas, the tides which reached inland areas

were fresh water tides.By using the fresh surface water from these tides,

irrigation ゛３spracticed.　While dredging and irrigation gradually dimi-

nished the influence of saltwater upon inland agricultural industries to

the extent that they were no longer needed, during this period, dredging

and fresh water tidal irrigation were　still widely practiced　in　inland

areas.

　　

With the ｅχpansion of areas in which the damaging effects of salt

water tides were not present, the use of river slush as an effectiveｆｅｒ｡
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tilizerdeveloped. In Jiangnan the use　of such fertilizercontributed to

the development of its productive capacity. Thus, the construction ｏ£

embankments to　keep salt water　out and dredging　to　clear　clogged

waterways reordered the natural effects of salt on agriculture so that,

along with the use of riverbed slush fertilizer,they provided fundamental

elements in the development of Jiangnan agriculture.

ON DIPLOMATIC RITES 聘膿DURING

THE SPRING AND AUTUMN PERIOD

Takagi Satomi

　　

As one link in ａ continuing study of rites, this paper examines

“diplomatic rites聘膿,”or the ritesproviding for the exchange of missions

between the various feudal states of ancient China during the Spring and

Autumn period. In doing so,it willtry to describe the historicalcharacter

of that age as well.

　　

First, taking the Ceremonial儀澄as its main source, the paper gives

an ordered, analytical description of the concrete processes involved in

“diplomatic rites."　It also indicates tｈｅ“egalitarian”relationswhich

existed among those countries involved in these rites.

　　

The paper then discusses the jade tablet used in the diplomatic rites.

This jade tablet was　ａ very peculiar ritual utensil which held great

significancein every rite in which it was used. While the jade tablet

was firstgiven to the party whom the diplomatic mission visited,the

rites demanded that it be returned. Since the jade tablet was believed to

be possessed with the ancestralspiritsof the party owning it,its presence

served as ａ substitute for the presence of those ancestral spirits. Acco-

rdingly, this paper suggests that in the Spring and Autumn period“diplo-

matic rites”were considered as ritesin which living persons, as well as

their ancestral spirits,joined together in negotiations.

　　

Also, the paper considers the“egalitarian”nature of relationsamong
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